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〒の財政がどのように運営され、どのよ 
うな状況にあるかをお知らせします。 

五所川原市長 佐々木栄造 篇麟静 今回は、平成 6年度予算の執行状況と、平成

年度決算の状況をお知らせします。 
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平成 6年度（平成 6年 9月30日現在） 

―般会計歳入歳出予算執行状況 

歳入歳出予算額 194億5,896万7千円 

（繰越明許・逓次繰越含む） 
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人 債 金 税 税 

平成 5年度 一般会計歳入歳出決算の状況（見込み） 

歳 入 区 分 収 入 済 額 構成比岡 歳 川 区 分 支 出 済 額 構成比岡 

市 	 税 41億1,806万1千円 22.0 議 会 費 2億130万7千円 1.1 
地 方 譲 与 税 3億7,190万8千円 2.0 総 務 費 20億7,756万2千円 11.4 
利 子 割 交 付 金 1億804万7千円 0.6 民 生 費 43億9,692万9千円 24.1 
特別地方消費税交付金 673万3千円 0.0 衛 生 費 14億6,658万6千円 8.0 
自動車取得税交付金 9,258万2千円 0.5 労 働 費 1億3,003万5千円 0.7 
地 方 交 付 税 60億5,271万9千円 32.4 農 林 水 産 業 費 9億5,618万3千円 5.2 
交通安全対策特別交付金 1,125万2千円 0.1 商 工 費 4億7,721万2千円 2.6 
分担金及び負担金 4億9,962万7千円 2.7 土 木 費 32億619万2千円 17.5 
使用料及び手数料 2億9,459万6千町 1.6 消 防 費 8億5,403万6千円 4.7 
国 庫 支 出 金 34億7,692万3千円 18.6 教 育 費 23億9,287万3千円 13.1 
県 	支 	出 	金 6億7,264万3千円 3.6 災 害 復 旧 費 2億2,959万2千円 1.3 
財 	産 	収 	ス、 8,744万9千円 0.5 公 債 費 18億6,502万7千円 10.2 
寄 	附 	金 2,380万円 0.1 諸 支 出 金 2,452万9千円 0.1 
繰 	入 	金 3億1 ,722万6千円 1.7 予 備 費 0千円 0.0 
繰 	越 	金 1億2,550万6千円 0.7 
諸 	収 	入 7億1 ,697万4千円 3.8 
市 	 債 17億690万円 9.1 

合 	計 186億8,294万6千円 100.0 合 計 182億7,806万3千円 100.0 

平成 5年度 特別会計歳入歳出決算の状況（見込み） 

会 	計 	区 	分 収 	入 	済 	額 支 	出 	済 	額 

国民健康保険事業勘定 40億4,235万 2千円 38億6,049万円 

老 	人 	保 	健 26億3,673万 4千円 26億3,643万 7千円 

高 等 看 護 学 院 6,299万 7 千円 6,299万 7千円 

長者森平和公園造成事業 348万円 323万8千円 

下 	水 	道 	事 	業 14億6,626万9千円 14億6,626万9千円 

農 業 集 落 排 水 事 業 2億1,988万 5千円 2億1,988万5千円 

平成 6年12月 1日 2 
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市の財政がどのよう に運営され、どのよ

うな状況にあるかをお知らせします。
五所川原市長 佐々木 栄造

今回は、平成6年度予算の執行状況と、平成

5年度決算の状況をお知らせします。

.fEL叫

平成5年度決算の状況

平成 6年度 (平成 6年 9月30日現在)

一般会計歳入歳出予算執行状況

歳入歳出予算額 194億5，896万7千円

(繰越明許・逓次繰越含む〉
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一般会計歳入歳出決算の状況 (見込み)

歳 人 1>( ノノ) 収 入 iti額 椛}'X比(刈 員主 lメ. 分 支 川 済 額 t，Yi}&tr.(o/~ 

けJ 税 41侭1，806万1千1'1 22.0 i議 JfEh 4 2{.，む130力7千1"'1 1.1 
I也 ); 議 平見 3{.む7，190ノゴ8下ドl 2.0 総、 務 20佑7，756万2千1'1 11.4 r 
利子山l火付金 1 {.G804万7千I'J 0.6 l( 43{.lj9 ， 692T;9千川 24.1 
特別地点消費税交付金 673万3千川 。。待I ~'i: 14{.む6，658万6千1'1 8.0 
円動小ー 取 1~f 税交付金 9，258万2千円 0.5 一J、I {1VJ 1'i: l{む3，003万5千jJJ 0.7 
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I「LI 186{.i}8，294756下一円 100.0 メt3?h 182位7，806万3千I'J 100.0 

平成 5年度

特別会計歳入歳出決算の状況 (見込み)
d3与2ζ 区 ノ~) 収 人 済 官貝 文 ，1T 宅員

国民健康保険三1;業制定 40位4，235万 2千円 381.0:6，049フ)1'1
老 人 ~ 世t 26イ立3，673754下'P:J 26{'G3，643万 7千1'1
rt ι」可a 等 右ゐ 自隻 学 6，299万 7TF'J 6，299フJ7千川

長者森平和公園造成・1;:業 348刀 IlJ 323フJ8千f'J
下 71< 道 業 1 4位、6，626万 9千円 1 4イむ6，626万 9TI'1 
民業集綜排水事業 2{.，口、 1，988万 5千円 2{む1，988万 5千川
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（平成 6年 9月30日現在） 	1世帯当り＝765,996円 

市債の状況 l界 v/ v、 Iノ‘-S 市民1人当り=259,619円 

舞製麺 
平成 6年度予算執行状況と 

平成 6年度特別会計歳入歳出予算の執行状況 

（平成6年9月30日現在） 

会計区分 
予 算
現在額 

収
済
 
入
額
 

収入率 
(%) 
支
済
 
出
額
 

支出率 
(%) 

国民健康保険
事 業 勘 定 

40億 
1,951万 

1千円 

13億 
6,023万 

円 
33.8 

14億 
1,476万 

3千円 
35.2 

老 人 保 健 
28億 

366万 
1千円 

12億 
5,845万 

2千一円 
44.9 

12億 
5,513万 

3千円 
44.8 

高等看護学院 
乙468万 

5千円 

409万 
6千円 

5.5 
3,016万 

7千円 
40.4 

長者森平和
公園造成事業 

309万 
8千円 

294万 
8千円 

95.2 
114万 
3千円 

36.9 

下水道事業 
14億 
8,376万 

7千円 

1,986万 

8千円 
1.3 

4億 
乙393万 

円 
31.9 
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1億 
6,546万 

7千円 

231万 
6千円 

1.4 
3,128万 

8千円 
18.9 

市 有 財 産 の 状 況 

（平成6年9月30日現在） 

」‘ 	 地 3, 461, 777 . 34n? 

う ち 山 林 191, 246n? 

建 	 物 213 , 641. 21 n 

有 	価 	証 	券 a865万2千円 

出 資 に よ る 権 利 1億1,238万3千円 

自 	 動 	 車 131台 

債 	 券 0千円 

五所川原市土地開発基金 4億5,410万8千円 

五所川原市財政調整基金 1億7,521万4千円 

国民健康保険財政調整基金 1億5,615万5千円 

五所川原市特別導入事業基金 254万6千円 

減 	債 	基 	金 1億392万9千円 

』、 る さ と 創 生 基 金 1億8,908万2千円 

五所川原市地域福祉基金 3億2,619万6千円 

五所川原市美術館建設基金 &280万円 

動 	 物 （牛） 54頭 

―時借入金残高の状況（一般会計及び特別会計分） 

月 （末） 金 	 額 

4 0 

5 0 

6 0 

7 0 

8 0 

9 1億6,206万9千円 

, 

, 

8.062万2干円（0.6%) 衛生債 

青森県市町村職員共済組合 

2億2,092万4干円（1.7%) 

青森県 

5億3.740万1干円（4.1%) 

青森県市町村振興協会 

1億7,519万1干円O.4%) 

中小企業退職金共済事業団地 

9,111万2干円（0.7%) 

公営企業
金融公庫 

28億3.364万 
4干円 

(21.8%) 

借入
総 

129億 
7,443万7千円 

郵政省 

30億6,665万3千円 
(23.6%) 

大蔵省 、 

48億9.777万円 
(37.8%) 
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：
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鑑讐99万7干円（2.2%) 織昌，円ロ2竺） 
労働債 6.874万円（0.5%) 

民生債 
6億5.709万8干円 

(5.1%) 

総務債 
7億 
引6万2干円 

(5.4%) 

農林水産業債 
6億4.054万4干円（4.9%) 

目 的
総 

129億 
7,443万 

教育債 
35億8,984万 

9千円 
(27.7%) 

市税の負担状況 
（平成6年9月30

日現在） 軽自動車税他 
都市計画税 
	

5.498万2干円 
1億652万6干円 
	

(6.049万2干円 110. 0%) 
(8.094万9干円 76.0%)  
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市たばこ税 

3億9.306万 
6干円 

(2億444万4干円 
52.0%) 

市税総額  
39億  
3,976万9千円 
(23億7,040万 
5千円60.2%) 

市民税 

17億 
4.976万6干円 
(7億7,978万 
1千円 44.6%) 

固定資産税 

16億3,542万9干円 
(12億4,473万9干円 

76.1%) 

3 平成 6年12月1日 

市債の状況 市民1人削 =2町 lドl

(平成6年 9月30日現在) 1世祁:当り =765，996P:j

青森県市町村職員共済組合

2億2.092万4千円(1.7%)

青森県市町村振興協会

1憶7.519万1千円(14%)

中小企業退職金共済事業団地

9.111万2千円(0.7%)青森県

5憶3.740万1千円(4.1%)

郵政省 "'- / 構

30憶6.665万3千円 "'-/ 成
(23.6%) ./ 比

で
す

，同防償
却t8.399万7千円(22%)

農林水産業償 1 

6億4.054万4千円(49%)

民生慣 1 

61意5.709万8千円
(5.1%) 

災害復旧債
2憶8.387万円(2.2%)

品 衛生慣 8.062万2干円(0.6%)

労働慣 6.874万円(0.5%)

市税の負担状況
(平成6年9月30日現在)

軽自動車税他
都市計画税 5.498万2干円
11章652万6千円 (6.049万2千円 110.0%)
(8.094万9千円 760%)

3 平成6年12月 1J3 

平成6年度予算執行状況と

平成6年度特別会計歳入歳出予算の執行状況

(平成6年 9月30日現在)

11 

会計区分 予現在額算 収済 入額 収(入%率) 支済 額出 支(出%率) 

国民健康保険 40イ13 13イ怠 14f窓

事業勘定
1，951万 6，023万 33.8 1，476万 35.2 
1千円 円 3千円

28イ13 12イtz 12{:意
老人保健 366万 5，845万 44.9 5，513万 44.8 

1千円 2千円 3千円

高等看護学院
7，468万 409万

5.5 
3，016万

40.4 
5守二円 6千円 7千円

長者森平和 309万 294万
95.2 

114万
36.9 

公園造成卒業 8千円 8千円 3千円

14f1:¥ 1，986万 4イ怠
下水道事業 8，376方 1.3 7，393万 31.9 

7千円 8千円 円

民業7l<落 1位、 231万 3，128万
排水事業

6，546万
6千円

1.4 
8千円

18.9 
7千円

市有財産の状況

(平成6年 9月30日現在)

i宅

土 士也 3，461，777.34rrf 

うち 山林 191，246rrf 

m 物 213，641 .21 rrf 

有 価 E正 券 6，865万2千円

出資によ る権利 1イ窓1，238万3千円

自 動 車 131台

{責 券 0千円

五所川|原市土地開発基金 4{:怠5，410万8千円

五所)111京市財政調整基金 1fr';:;:7，521万4千円

国民健康保険財政調整基金 1 fJJ:5 ，615万5千円

五所川原市特別導入事業基金 254万6千円

減 イ支 ユ長 金 1億392万9千円

ふるさと創生基金 1存立8，908万2千円

五所川原市地域福祉基金 3イJJ:2，619万6千円

五所川11京市美術館建設基金 3，280万円
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一時借入金残高の状況 (一般会計及び特別会計分)

月(末) 金 額

4 。
5 。
6 。
7 。
8 。
9 1イ芯6，206万9千円
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励
賞
廿
成
田
優
（
羽
 

教
育
長
賞
廿
竹
谷
香
織

（
藻川
小
 

野
木
沢
小
六
年
）
、
川
浪
千
春
（
」1
 

六
年
）
、斉
藤
誠

（
五三
中
三
年
）
 

好
中
三
年
）
 

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞
廿
成
 

B
B
s
会
醤
励
賞
廿
木
村
美
里
（南
 

田
優

（
羽
野木
沢
小
六
年
）
、
大
 

小
五
年
）
、
竹
谷
香
織

（
藻川
小
 

久
保
直
子
（
五
四
中
三
年
）
 

六
年
一
 

青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
廿
三
H
 

市
長
賞
に
輝
い
た
ニ
人
の
主
張
 

誠
剛

（
中
央小
六
年
）
、
石
岡
智
 
を

紹
介
し
ま
す
。
 

笑

（
長
橋小
六
年
）
、
川
浪
千
春
 

・

【
」
 
「

地
球

へ
の
思

い

一
 

！
 
桑
 

田
 
陽
 
平
君
 

ー
 

‘
 

（
中央
小
 
六年
）
 

み
な
さ
ん
は
、
地
球
に
つ
い
て
 
ゴ

ミ
箱
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る
の
に

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
ぽ
 

そ
一
」
ら
辺
に
捨
て
た
り
す
る
の
を

く
が
見
た
か
ぎ
り
で
は
ほ
と
ん
ど
 

よ
く
見
か
け
ま
す
。
た
と
え
、
少

の
人
が
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て
 
し

の
ゴ
ミ
し
か
捨
て
て
な
く
て
も
、
 

い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、
 

そ
れ
を
続
け
て
い
く
と
最
後
に
は
 
 

ゴ
ミ
だ
ら
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
実
を
い
う
と
ぼ
く
も
前
は
ゴ

ミ
を
そ
こ
ら
辺
に
捨
て
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
は
な
る
べ
く
ゴ
ミ

箱
に
捨
て
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
、
も
し
、
ー
カ
月
ぐ
ら
い
前
に
、
 

あ
の
公
園
で
遊
ん
で
い
な
け
れ
ば

今
で
も
ゴ
ミ
を
そ
こ
ら
辺
に
捨
て

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

ー
カ
月
ぐ
ら
い
前
の
日
曜
日
、
 

ぽ
く
は
、
友
達
と
公
園
で
サ
ッ
カ
 

ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
周
り
に
は

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
ま
し
た
が
、
ぼ

く
達
は
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
も
し

な
い
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
、
 一
人
の
お
じ
さ
ん

が
や
っ
て
き
て
ゴ
ミ
を
拾
い
始
め

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
の
お
じ
さ

ん
が
気
に
な
り
話
を
聞
い
て
み
ま

し
た
。
 ぼ
く
が
、
「
ど
う
し
て
ゴ
ミ

を
拾
っ
て
る
ん
で
す
か
？
●
と
聞

い
て
み
る
と
お
じ
さ
ん
は
、
「地
球

に
は
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て

い
る
が
そ
れ
を
何
も
拾
わ
ず
に
い

る
と
地
球
が
だ
め
に
な
っ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
、
少
し
で
も
ゴ
ミ
を
 
 

拾
っ
た
方
が
い
い
と
思
っ
て
ね
い

と
や
さ
し
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。
 

ぼ
く
は
、
そ
の
言
葉
に
強
く
心
を

打
た
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ぽ
く

達
が
遊
ん
で
い
る
時
で
も
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
年

は
ち
が
っ
て
も
同
じ
人
間
と
し
て

何
だ
か
は
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。
 

ぽ
く
は
、
こ
の
お
じ
さ
ん
は
テ
レ

ビ
に
出
て
い
て
も
地
球
の
こ
と
を

何
も
考
え
て
い
な
い
人
達
よ
り
ず

っ
と
え
ら
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。
 

そ
し
て
、
次
の
週
の
日
曜
日
。
 

い
つ
も
の
よ
う
に
み
ん
な
と
サ
ッ

カ
ー
を
や
っ
て
遊
ん
で
い
ま
し
た

が
、
近
く
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
が

気
に
な
っ
て
サ
ッ
カ
ー
を
や
っ
て

て
も
あ
ま
り
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
 

そ
の
時
で
す
、
ぼ
く
は
、
前
に
会

っ
た
あ
の
お
じ
さ
ん
e
言
葉
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
自
分

の
ゴ
ミ
と
い
っ
し
ょ
に
あ
っ
ち
こ

っ
ち
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
も
集
め

ま
し
た
。
最
初
は
ぼ
く
一
人
だ
け

ど
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
友
達
が

二
人
き
て
、
い
っ
し
ょ
に
拾
っ
て

く
れ
ま
し
た
。
ぽ
く
一
人
じ
ゃ
な

い
せ
い
か
、
ゴ
ミ
箱
に

一
回
捨
て

に
い
く
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
ゴ
ミ
が
 
 

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ゴ

ミ
が
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
も
う

一
回
サ
ッ
カ
ー
を
や
り
ま
し
た
。
 

今
度
は
ゴ
ミ
が
な
く
す
っ
き
り
し

た
気
持
ち
で
心
か
ら
楽
し
め
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
ゴ
ミ
が
な
い
っ
て

す
っ
き
り
し
て
て
気
持
ち
が
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。
 

だ
か
ら
、
ぽ
く
は
今
で
は
ゴ
ミ

を
ゴ
こ霜
へ
捨

て
て
い
ま
す
が
、
 

他
の
大
半
の
人
達
が
ポ
イ
捨
て
を

し
て
い
て
は
、
地
球
は
あ
ま
り
変

わ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
本
気
で

地
球
の
こ
と
を
思
い
、
考
え
た
時
、
 

地
球
は
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
未

来
の
き
れ
い
な
地
球
の
た
め
に
が

ん
ば
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
 

で
も
、
た
し
か
に
ゴ
ミ
も
地
球

の
こ
と
を
思
え
ば
重
大
な
こ
と
な

の
で
す
が
、も
う
ー
つ
重
大
な
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、
 

森
林
の
木
を
ど
ん
ど
ん
切
っ
て
い

く
こ
と
で
す
。
ぽ
く
達
人
間
は
、
 

木
な
ど
の
植
物
が
あ
る
か
ら
呼
吸

が
で
き
て
生
き
て
い
け
る
の
で
す
。
 

い
わ
ば
、
ぽ
く
達
人
間
は
自
然
と

と
も
に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、
 

大
人
の
人
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

ず
に
ど
ん
ど
ん
木
を
切
っ
て
い
き
 

育

て
よ
う
、
 
心
と
か

ら
だ

と
思
い

や
り
 

第
十
四
回
少
年
の
主
張
発
表
大
会
 

平成6年12月 1日 4 

,
 

,
 

育
て
よ
う
、
心
ど
か
ら
だ
ピ
思
い
や
り

第
十
四
回
少
年
の
主
張
発
表
大
会

十
一
月
十
一
日
、
働
く
婦
人
の
家
で
開
催
さ
れ
た
、「
第
十
四
回
少

年
の
主
張
発
表
大
会
」
で
は
、
市
内
各
小
・
中
学
校
か
ら
原
稿
審
査

で
選
ば
れ
た
十
人
が
、
自
然
環
境
や
生
き
る
事
の
大
切
さ
な
ど
を
自

分
の
体
験
を
と
お
し
て
、
一
生
懸
命
発
表
し
て
く
れ
ま
し
た
。

入
賞
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

(敬
称
略
)

市
長
賞
H

桑
田
陽
手

(中

央

小

六

(

三
好
中
三
年
)
、
太
田
千
絵

(丘

年
)
、
柳
原
富
美
子

(五
二
中
三

一

中
二
年
)

年
)

保
護
司
会
奨
励
賞
H

成
田
優

(羽

教
育
長
賞
H

竹
谷
香
織

(藻
川
小

野

木

沢

小

六

年

)
、
川
浪
千
春
(三

六
年
)
、
斉
藤
誠

(五
三
中
三
年
)

好
中
三
年
)

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
長
賞

1
成

B
B
S
会
奨
励
賞
リ
木
村
美
旦
(南

田
優

不羽
野
木
沢
小
六
年
)
、

大

小

五

年

)
、
竹
谷
香
織

(品
川
小

久
保
直
子

(丘
四
中
三
年
)

六
年
)

青
少
年
問
題
協
議
会
長
賞
H
H
三
上

市
長
賞
に
輝
い
た
二
人
の
主
張

誠
剛

(中
央
小
六
年
)
、
石
岡
刊

を
紹
介
し
ま
す
。

笑

(長
崎
小
六
年
)
、
川
浪
千
春

「地
球
へ
の
思
い
」

桑

田

陽(中
央
小

平

君

六
年
)

み
な
さ
ん
は
、
地
球
に
つ
い
て

考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
ぼ

く
が
見
た
か
ぎ
り
で
は
ほ
と
ん
ど

の
人
が
自
分
の
こ
と
し
か
考
え
て

い
な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
特
に
、

ゴ
ミ
箱
が
す
ぐ
近
く
に
あ
る
の
に

そ
こ
ら
辺
に
捨
て
た
り
す
る
の
を

よ
く
見
か
け
ま
す
。
た
と
え
、
少

し
の
ゴ
ミ
し
か
捨
て
て
な
く
て
も
、

そ
れ
を
統
け
て
い
く
と
最
後
に
は

ゴ
ミ
だ
ら
け
に
な

っ
て
し
ま
い
ま

す
。
実
を
い
う
と
ぼ
く
も
前
は
ゴ

ミ
を
そ
こ
ら
辺
に
捨
て
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
今
は
な
る
べ
く
ゴ
ミ

箱
に
捨
て
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す

が
、
も
し
、

一
ヵ
月
ぐ
ら
い
前
に
、

あ
の
公
園
で
遊
ん
で
い
な
け
れ
ば

今
で
も
ゴ
ミ
を
そ
こ
ら
辺
に
捨
て

て
い
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

一
ヵ
月
ぐ
ら
い
前
の
日
眼
目
、

ぼ
く
は
、
友
達
と
公
園
で
サ

ッ
カ

ー
を
し
て
い
ま
し
た
。
周
り
に
は

ゴ
ミ
が
落
ち
て
い
ま
し
た
が
、
ぼ

く
達
は
そ
ん
な
こ
と
を
気
に
も
し

な
い
で
遊
ん
で
い
ま
し
た
。
し
ば

ら
く
す
る
と
、

一
人
の
お
じ
さ
ん

が
や
っ
て
き
て
ゴ
ミ
を
拾
い
始
め

ま
し
た
。
ぼ
く
は
、
そ
の
お
じ
さ

ん
が
気
に
な
り
話
を
聞
い
て
み
ま

し
た
。
ぼ
く
が
、
「
ど
う
し
て
ゴ
ミ

を
拾

っ
て
る
ん
で
す
か

?
U
と
聞

い
て
み
る
と
お
じ
さ
ん
は
、
「
地
球

に
は
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
が
落
ち
て

い
る
が
そ
れ
を
何
も
拾
わ
ず
に
い

る
と
地
球
が
だ
め
に
な

っ
て
し
ま

う
。
だ
か
ら
、
少
し
で
も
ゴ
ミ
を

拾
っ
た
方
が
い
い
と
思

っ
て
ね
己

と
や
さ
し
く
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
そ
の
言
葉
に
強
く
心
を

打
た
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ぼ
く

達
が
遊
ん
で
い
る
時
で
も
ゴ
ミ
を

拾
っ
て
い
る
の
か
と
思
う
と
、
年

は
ち
が

っ
て
も
同
じ
人
間
と
し
て

何
だ
か
は
ず
か
し
く
な
り
ま
し
た
。

ぼ
く
は
、
こ
の
お
じ
さ
ん
は
テ
レ

ビ
に
出
て
い
て
も
地
球
の
こ
と
を

何
も
考
え
て
い
な
い
人
達
よ
り
ず

っ
と
え
ら
い
よ
う
な
気
が
し
ま
し

た
。そ

し
て
、
次
の
週
の
日
雌
円
。

い
つ
も
の
よ
う
に
み
ん
な
と
サ

ッ

カ
ー
を
や

つ
で
遊
ん
で
い
ま
し
た

が
、
近
く
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
が

気
に
な

っ
て
サ

ッ
カ
ー
を
や

っ
て

で
も
あ
ま
り
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
の
時
で
す
、
ぼ
く
は
、
前
に
会

っ
た
あ
の
お
じ
さ
ん
の
言
葉
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
だ
か
ら
、
白
分

の
ゴ
ミ
と
い

っ
し
ょ
に
あ
っ
ち
こ

っ
ち
に
落
ち
て
い
る
ゴ
ミ
も
集
め

ま
し
た
。
最
初
は
ぼ
く

一
人
だ
け

ど
、
し
ば
ら
く
す
る
と
、
友
達
が

二
人
き
て
、
い

っ
し
ょ
に
拾

っ
て

く
れ
ま
し
た
。
ぼ
く

一
人
じ
ゃ
な

い
せ
い
か
、
ゴ
ミ
箱
に

一
回
捨
て

に
い
く
だ
け
で
ほ
と
ん
ど
ゴ
ミ
が

な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ゴ

ミ
が
な
く
な

っ
た
と
こ
ろ
で
も
う

一
回
サ

ッ
カ
ー
を
や
り
ま
し
た
。

今
度
は
ゴ
ミ
が
な
く
す

っ
き
り
し

た
気
持
ち
で
心
か
ら
楽
し
め
ま
し

た
。
ぼ
く
は
、
ゴ
ミ
が
な
い

っ
て

す
っ
き
り
し
て
て
気
持
ち
が
い
い

な
あ
と
思
い
ま
し
た
。

だ
か
ら
、
ぼ
く
は
今
で
は
ゴ
ミ

を
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
て
い
ま
す
が
、

他
の
大
下
の
人
達
が
ポ
イ
捨
て
を

し
て
い
て
は
、
地
球
は
あ
ま
り
変

わ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
本
気
で

地
球
の
こ
と
を
思
い
、
考
え
た
時
、

地
球
は
変
わ
る
と
思
い
ま
す
。
未

来
の
き
れ
い
な
地
球
の
た
め
に
が

ん
ば

っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

で
も
、
た
し
か
に
ゴ
ミ
も
地
球

の
こ
と
を
思
え
ば
豆
大
な
こ
と
な

の
で
す
が
、
も
う

一
つ
重
大
な
こ
と

が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
は
、

森
林
の
木
を
ど
ん
ど
ん
切

っ
て
い

く
こ
と
で
す
。
ぼ
く
達
人
聞
は
、

木
な
ど
の
植
物
が
あ
る
か
ら
呼
吸

が
で
き
て
生
き
て
い
け
る
の
で
す
。

い
わ
ば
、
ぼ
く
達
人
聞
は
自
然
と

と
も
に
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
な
る
の
で
す
。
そ
れ
な
の
に
、

大
人
の
人
は
そ
ん
な
こ
と
を
考
え

ず
に
ど
ん
ど
ん
木
を
切

っ
て
い
き
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ま
す
。
ぽ
く
は
、
そ
ん
な
人
達
は

最
後
に
は
自
分
の
首
を
し
め
る
は

め
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、
 

そ
ん
な
よ
ご
れ
た
心
を
持
っ
た
人

達
の
た
め
に
犠
牲
に
な
っ
た
地
球

が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。
 

ぼ
く
達
人
間
は
も
っ
と
地
球
の

こ
と
を
考
え
て
、
ゴ
ミ
は
な
る
べ

く
ゴ
こ
霜
へ
捨

て
る
よ
う
に
す
る

と
か
、
木
は
む
や
み
に
切
ら
な
い

な
ど
、
も
っ
と
地
球
に
や
さ
し
く
 

「も
し
神
様
に
お
願
い
す
る
と

し
た
ら
、
何
て
お
願
い
す
る
。
」
 

と
聞
か
れ
た
ら
み
な
さ
ん
は
何
を

望
み
ま
す
か
。
私
は
 
「志
望
校
に

合
格
し
た
い
●
 
「き
れ
い
に
な
り

た
い
」
と
答
え
ま
す
。
 

先
日
、
私
は
と
あ
る
病
院
を
取

材
し
て
い
る
テ
レ
ビ
を
見
て
い
ま

し
た
。
レ
ポ
ー
タ
ー
が
歩
行
練
習

を
し
て
い
る
男
の
子
に
そ
の
質
間

を
し
ま
し
た
。
男
の
子
は
た
っ
た

一
言
「僕
、
サ
ッ
カ
ー
が
し
た
い
い

と
元
気
に
言
っ
て
、
ま
た
歩
行
練

習
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
普
 
 

す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ふ

り
か
え
っ
て
み
る
と
、
ぼ
く
達
人

間
は
ず
っ
と
地
球
に
対
し
て
失
礼

な
こ
と
を
し
て
き
ま
し
た
。
今
か

ら
で
は
お
そ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
は
地
球
を
思
い
、
 

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
が
ん
ば
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
未
来
の

人
達
の
た
め
に
、
こ
の
青
く
美
し

い
地
球
を
字
宙
に
残
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
 

通
、
男
の
子
が
こ
う
答
え
て
も
不

思
議
に
思
う
人
は
い
な
い
で
し
ょ

う
。
む
し
ろ
、
あ
た
り
前
だ
と
思

う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
男
の

子
は
、
事
故
に
よ
り
片
足
に
麻
庫

が
残
る
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負

っ
て
い
る
子
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

で
も
な
お
、
再
び
歩
こ
う
と
す
る

男
の
子
の
瞳
に
は
、
サ
ッ
カ
ー
が

し
た
い
、
身
体
を
思
い
っ
き
り
動

か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
た
の
で
す
。
何
て
強
い
ん

だ
ろ
う
。
何
て
輝
い
て
見
え
る
ん

だ
ろ
う
。
私
は
目
頭
が
熱
く
な
っ
 
 

て
い
く
自
分
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。
 

二
年
前
、
私
は
祖
母
が
入
院
し

て
い
る
病
院
へ
行
き
ま
し
た
。
病

院
内
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
時
、
 

リ
ハ
ビ
リ
室
の
前
を
通
り
か
か
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
貫
ろ
く

の
あ
る
女
の
先
生
と
七

・
八
才
位

の
男
の
子
が
壁
を
伝
っ
て
歩
行
練

習
を
し
て
い
ま
し
た
。
突
然
、
男

の
子
が
床
に
座
り
こ
ん
で
し
ま
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
女
の
先
生

は
何
も
し
ま
せ
ん
。
そ
の
男
の
子

は
 
「も
う
疲
れ
だ
。
先
生
戻
ろ
う
。
 

戻
ろ
う
よ
ぐ
 
「も
う
い
や
だ
あ
・

と
駄
々
を
こ
ね
始
め
ま
し
た
。
先

生
は
 
「ゆ
う
君
、
お
母
さ
ん
に
約

束
し
た
じ
ゃ
な
い
。
今
度
は
ち
ゃ

ん
と
や
る
っ
て
。
ほ
ら
、
頑
張
っ

て
ご
ら
ん
い
と
励
ま
J
e
言
葉
を

か
け
た
の
で
す
。
最
初
は
ぐ
ず
つ

い
て
い
た
男
の
子
も
、
う
ん
う
ん

と
う
な
づ
き
な
が
ら
、
ま
た
練
習

を
再
開
し
ま
し
た
。
周
り
を
良
く

見
る
と
、
そ
の
他
に
も
一
生
懸
命

リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん
で
い
る
患

者
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
 

「
ほ
ら
、
も
う
少
し
●
 
「そ
う
そ

う
、
そ
の
調
子
」
と
患
者
さ
ん
を

温
か
く
励
ま
し
て
い
る
先
生
達
の

姿
が
あ
り
、
自
分
達
の
足
で
立
っ
 
 

,
 

て
歩
き
だ
そ
う
と
す
る
患
者
さ
ん

の
た
く
ま
し
い
姿
が
あ
り
ま
し
た
。
 

私
は
こ
の
人
達
に
大
き
な
力
を
感

じ
、
そ
し
て
、
私
も
こ
ん
な
力
を

持
ち
た
い
と
思
っ
た
の
で
す
。
 

し
か
し
、
現
在
の
社
会
で
は
、
 

自
分
と
異
質
な
人
間
に
対
し
て
偏

見
や
差
別
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
 

残
念
な
が
ら
私
に
も
覚
え
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
日
書
店
で
、
足
を
ひ

き
づ
っ
て
い
る
男
性
が
歩
い
て
い

た
の
で
す
。
私
は
何
気
な
く
見
て

い
た
の
で
す
が
、
本
人
と
目
が
合

い
、
何
と
な
く
気
ま
ず
い
思
い
に

な
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
、
私
の
中
に
あ
っ
た
気
ま
ず
さ

は
、
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら
偏
見
、
差

別
で
あ
っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
 

そ
し
て
、
そ
の
人
は
ど
う
思
っ
た

だ
ろ
う
と
い
う
後
悔
と
自
分
に
対

す
る
、
や
る
せ
な
い
気
持
ち
が
込

み
上
げ
て
来
ま
し
た
。
 

み
な
さ
ん
は
『
健
康
』
と
い
う

言
葉
を
聞
い
て
、
ど
ん
な
事
を
考

え
ま
す
か
。
普
段
の
生
活
の
中
で

は
誰
も
が
健
康
を
あ
ま
り
意
識
せ

ず
、
何
気
な
く
暮
ら
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。
私
は
中
学
三
年
間
卓
球

部
に
所
属
し
、
毎
日

一
生
懸
命
練

習
を
す
る
事
に
よ
っ
て
、
大
会
に
 
 

出
る
事
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

私
が
健
康
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
 

成
し
遂
げ
ら
れ
た
事
だ
と
思
い
ま

す
。
今
、
必
死
に
自
分
の
ハ
ー
ド

ル
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
男
の

子
を
思
う
と
、
私
を
五
体
満
足
に

生
ん
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
 私
は

両
親
か
ら
も
ら
っ
た
こ
の
健
康
な

体
を
大
切
に
し
、
他
の
人
を
も
助

け
て
あ
げ
ら
れ
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
い
ま
す
。
 

今
、
私
は
理
学
療
法
士
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
障
害
を
持
つ
人
や

ケ
ガ
を
し
た
人
達
が
、
元
気
に
社

会
へ
戻
れ
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
の
手
助
け
を
す
る
仕
事
で
す
。
 

私
に
も
あ
の
先
生
の
よ
う
に
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。
つ
ら
い
事
が
あ

っ
て
も
笑
顔
で
立
ち
向
か
う
勇
気

と
根
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
私

は
ど
ん
な
人
に
で
も
、
生
き
る
事

の
大
切
さ
を
教
え
、
励
ま
し
続
け

る
事
が
出
来
る
人
に
な
り
た
い
。
 

障
害
を
持
つ
人
の
手
助
け
を
し
て
、
 

共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
。
希
望
を

な
く
し
て
し
ま
っ
た
人
に
は
、
私

の
持
ち
前
の
明
る
さ
で
光
を
与
え

て
あ
げ
た
い
。
そ
ん
な
人
間
に
私

は
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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ま
す
。
ぼ
く
は
、
そ
ん
な
人
達
は

円
以
後
に
は
自
分
の
首
を
し
め
る
は

め
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
に
、

そ
ん
な
よ
ご
れ
た
心
を
持

っ
た
人

達
の
た
め
に
犠
牲
に
な

っ
た
地
球

が
か
わ
い
そ
う
だ
と
思
い
ま
す
。

ぼ
く
達
人
聞
は
も
っ
と
地
球
の

こ
と
を
与
え
て
、
ゴ
ミ
は
な
る
べ

く
ゴ
ミ
箱
へ
捨
て
る
よ
う
に
す
る

と
か
、
木
は
む
や
み
に
切
ら
な
い

な
ど
、
も

っ
と
地
球
に
や
さ
し
く

す
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

A
7
ふ

り
か
え
っ
て
み
る
と
、
ぼ
く
達
人

聞
は
ず

っ
と
地
球
に
対
し
て
失
礼

な
こ
と
を
し
て
き
ま
し
た
。

A
7
か

ら
で
は
お
そ
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
か
ら
は
地
球
を
思
い
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
が
ん
ば
っ

て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。
未
来
の

人
達
の
た
め
に
、
こ
の
庁
く
美
し

い
地
球
を
宇
宙
に
残
し
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

「ひ
た
む
き
に
生
き
る
」

「
も
し
神
椛
に
お
願
い
す
る
と

し
た
ら
、
何
て
お
願
い
す
る
。」

と
聞
か
れ
た
ら
み
な
さ
ん
は
何
を

望
み
ま
す
か
。
私
は
「
ぷ
削
巳
校
に

合
格
し
た
い
己
「
き
れ
い
に
な
り

た
い
U

と
符
え
ま
す
。

先
日
、
私
は
と
あ
る
病
院
を
取

材
し
て
い
る
テ
レ
ビ
を
見
で
い
ま

し
た
。
レ
ポ
ー
タ
ー
が
歩
行
練
宵

を
し
て
い
る
男
の
子
に
そ
の
質
問

を
し
ま
し
た
。
男
の
チ
は
た
っ
た

一
言

「
伐
、
サ

ッ
カ
ー
が
し
た
い
日

と
元
気
に
言
っ
て
、
ま
た
歩
行
練

宵
を
繰
り
返
し
て
い
ま
し
た
。
波
川

柳

原
富
美
子
さ
ん

(五
二
中
三
年
)

通
、
男
の
子
が
こ
う
答
え
て
も
不

思
議
に
思
う
人
は
い
な
い
で
し
ょ

う
。
む
し
ろ
、
あ
た
り
前
だ
と
思

う
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
の
男
の

子
は
、
事
故
に
よ
り
片
足
に
麻
庫

が
残
る
と
い
う
ハ
ン
デ
ィ
を
背
負

っ
て
い
る
子
だ
っ
た
の
で
す
。
そ
れ

で
も
な
お
、
再
び
歩
こ
う
と
す
る

男
の
乙
J

の
躍
に
は
、
サ

ッ
カ
ー
が

し
た
い
、
身
体
を
思
い

つ
き
り
動

か
し
た
い
と
い
う
思
い
が
込
め
ら

れ
て
い
た
の
で
す
。
何
て
強
い
ん

だ
ろ
う
。
何
て
輝
い
て
見
え
る
ん

だ
ろ
う
。
私
は
目
頭
が
熱
く
な
っ

て
い
く
自
分
に
気
が
つ
き
ま
し
た
。

二
年
前
、
私
は
祖
母
が
入
院
し

て
い
る
病
院
へ
行
き
ま
し
た
。
病

院
内
を
う
ろ
う
ろ
し
て
い
た
時
、

リ
ハ
ビ
リ
室
の
前
を
通
り
か
か
っ

た
の
で
す
。
そ
こ
に
は
、
貫
ろ
く

の
あ
る
女
の
先
生
と
七

・
八
才
位

の
男
の
チ
が
壁
を
伝
っ
て
歩
行
練

習
を
し
て
い
ま
し
た
。
突
然
、
男

の
子
が
床
に
座
り
こ
ん
で
し
ま
っ

た
の
で
す
。
し
か
し
、
女
の
先
生

は
何
も
し
ま
せ
ん
。
そ
の
男
の
子

は
「
も
う
疲
れ
だ
。
先
生
戻
ろ
う
。

戻
ろ
う
よ
己
「
も
う
い
や
だ
あ
U

と
駄
々
を
こ
ね
始
め
ま
し
た
。
先

生
は
「
ゅ
う
君
、
お
母
さ
ん
に
約

束
し
た
じ
ゃ
な
い
。
今
度
は
ち
ゃ

ん
と
や
る

っ
て
。

ほ
ら
、
頑
帰

っ

て
ご
ら
ん
己
と
励
ま
し
の
言
葉
を

か
け
た
の
で
す
。
最
初
は
ぐ
ず
つ

い
て
い
た
男
の
チ
も
、
う
ん
う
ん

と
う
な
づ
き
な
が
ら
、
ま
た
練
習

を
再
開
し
ま
し
た
。
同
り
を
良
く

見
る
と
、
そ
の
他
に
も

一
生
懸
命

リ
ハ
ビ
リ
に
取
り
組
ん
で
い
る
忠

省
さ
ん
が
い
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、

「
ほ
ら
、
も
う
少
し
己
「
そ
う
そ

う
、
そ
の
調
チ
lv

と
忠
者
さ
ん
を

温
か
く
励
ま
し
て
い
る
先
生
達
の

姿
が
あ
り
、
自
分
遠
の
足
で
立
つ

て
歩
き
だ
そ
う
と
す
る
忠
省
さ
ん

の
た
く
ま
し
い
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

私
は
こ
の
人
達
に
大
き
な
力
を
感

じ
、
そ
し
て
、
私
も
こ
ん
な
力
を

侍
ち
た
い
と
思

っ
た
の
で
す
。

し
か
し
、
現
在
の
社
会
で
は
、

自
分
と
異
質
な
人
間
に
対
し
て
偏

見
や
差
別
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

残
念
な
が
ら
私
に
も
党
え
が
あ
り

ま
す
。
あ
る
円
井
屈
で
、
足
を
ひ

き
づ
っ
て
い
る
男
性
が
歩
い
て
い

た
の
で
す
。
私
は
何
気
な
く
兄
で

い
た
の
で
す
が
、
本
人
と
目
が
合

い
、
何
と
な
く
気
ま
ず
い
思
い
に

な
っ
た
事
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の

時
、
私
の
中
に
あ

っ
た
気
ま
ず
き

は
、
ひ
ょ

っ
と
し
た
ら
偏
見
、
差

別
で
あ

っ
た
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
し
て
、
そ
の
人
は
ど
う
思

っ
た

だ
ろ
う
と
い
う
後
悔
と
自
分
に
対

す
る
、
や
る
せ
な
い
気
持
ち
が
込

み
上
げ
て
来
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
は
『
健
康
』
と
い
う

言
葉
を
聞
い
て
、
ど
ん
な
事
を
考

え
ま
す
か
。
普
段
の
生
活
の
中
で

は
誰
も
が
健
康
を
あ
ま
り
意
識
せ

ず
、
何
気
な
く
暮
ら
し
て
い
る
で

し
ょ
う
。

私
は
中
学
三
年
間
卓
球

部
に
所
属
し
、
毎
日

一
生
懸
命
線

宵
を
す
る
慌
に
よ
っ
て
、
大
会
に

出
る
慌
が
で
き
ま
し
た
。
そ
れ
は

私
が
健
康
で
あ

っ
た
か
ら
こ
そ
、

成
し
遂
げ
ら
れ
た
事
だ
と
思
い
ま

す
。
今
、
必
死
に
自
分
の
ハ
ー
ド

ル
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る
男
の

子
を
思
う
と
、
私
を
五
体
満
足
に

生
ん
で
育
て
て
く
れ
た
両
親
に
感

謝
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
私
は

両
親
か
ら
も
ら

っ
た
こ
の
健
康
な

体
を
大
切
に
し
、
他
の
人
を
も
助

け
て
あ
げ
ら
れ
る
仕
事
に
就
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

今、

私
は
理
学
療
法
士
を
目
指

し
て
い
ま
す
。
障
害
を
持
つ
人
や

ケ
ガ
を
し
た
人
達
が
、

一応
気
に
社

会
へ
戻
れ
る
よ
う
に
リ
ハ
ビ
リ
な

ど
の
手
助
け
を
す
る
仕
事
で
す
。

私
に
も
あ
の
先
生
の
よ
う
に
で
き

る
で
し
ょ
う
か
。
つ
ら
い
与
が
あ

っ
て
も
笑
顔
で
立
ち
向
か
う
勇
気

と
恨
性
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
私

は
ど
ん
な
人
に
で
も
、
生
き
る
事

の
大
切
さ
を
教
え
、
励
ま
し
続
け

る
事
が
出
来
る
人
に
な
り
た
い
。

障
害
を
持
つ
人
の
手
助
け
を
し
て
、

共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
。
希
望
を

な
く
し
て
し
ま

っ
た
人
に
は
、
私

の
持
ち
前
の
明
る
さ
で
光
を
与
え

て
あ
げ
た
い
。
そ
ん
な
人
間
に
私

は
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
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』
 

、
 

国
家
や
公
共
の
た
め
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る
、
秋
の
叙
 

勲
の
受
章
者
が
十
一
月
三
日
に
発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら
、
次
の
三
人
 

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
 

◇

勲

四
等
旭
日

小
綬
章
 

◇
勲
四

等
瑞
宝

章
 

ん
求
 

ぐ
勲
五

等
双
光
旭

日
章
 

秋
の
褒
章
 

佐
々
木
 
啓
 
一
一
氏（7
0)
 

鉄
道
事
業
功
労
 

（
元
津
軽鉄
道
社
長
）
 

市
内
松
島
町
七
ー
九
 

川
 
浪
 
直
 
治
氏

（8
5)
 

地
方
自
治
功
労
 

（
元
市議
会
議
員
）
 

市
内
藻
川
字
村
崎
五
五
五
ー
一
 

藤
 
田
 
精
 
三
氏
（7
7)
 

教
育
功
労
 

（
元
公
立小
学
校
長
）
 

市
内
上
平
井
町
一
〇
七
 

本
市
か
ら

一
人
受
章
 

「造
園
三
浦
」
代
表
（
造
園業
）
 

市
内
一
野
坪
字
麻
ノ
葉
一
一
八
 

婦
人
の
趣
味

・
教
養
・
憩
い
の

場
と
し
て
、
各
種
講
座
や
サ

ー
ク

ル
活
動
に
、
交
流
の
輪
を
大
き
く

広
げ
て
い
る
働
く
婦
人
の
家

（
市

内
新
町
）
の
利
用
者
に
よ
る
「
第

二
回
働
く
婦
人
の
家
利
用
者
発
表

会
」
が
、
十
一
月
十
二
、
十
三
日

の
二
日
間
同
館
を
会
場
に
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
 

お
茶
会
や
生
け
花
、
書
道
、
和
 

曾
意
の

花
か
ご
口
 

盛況であった舞台発表 
（みつば会のみなさん） 

裁
、
編
み
物
な
ど
の
作
品
展
示
の

他
、
舞
台
で
は
、
3
B
体
操
、
民

族
舞
踊
、
日
本
舞
踊
、
ス
ト
レ
ツ

チ
体
操
な
ど
全
館
挙
げ
て
の
発
表

会
と
な
り
ま
し
た
。
 

ま
た
、
元
東
北
女
子
短
期
大
学

教
授
郷
土
料
理
研
究
家
の
高
橋
み

ち
よ
氏
に
よ
る
「
青
森
県
の
郷
土

料
理
」
の
記
念
講
演
も
た
い
（
ん

好
評
で
し
た
。
 

秋
の
叙
勲
 

 
本
市
か
ら
一一
天受
章
 
”
心
に

豊
か
さ
と
ゆ
と
り
を
 

F
 

第

A
回
働
く
婦
人
の
家
利
用
者
発
表
会
 

俳
 

句
 

津
軽
鉄
道
水
車
吟
社
 

芭
原
汽
車
往
く
方
（
波
立
ち
ぬ
 

内
山
 
涛
村
 

メ
 
ム
ヌ
マ
 

化
女
沼
の
ダ
ム
に
底
な
し
冷
ま
じ

や
 
対
馬
 
障

子
 

冷
ま
じ
や
ゴ
ム
長
重
く
暮
部
落
 

小
野
 
雪
村
 

鉄
路
人
俄
か
に
朝
の
冷
ま
じ
く
 

三
和
 
千
妥
 

冷
ま
じ
や
職
を
求
め
る
人
の
列
 

坂
田
 
雑
人
 

苦
原
抜
け
て
終
着
駅
直
近
か
 

渋
谷
 
房
子
 

秋
の
蚊
や
畠
に
雨
の
少
し
降
り
 

大
屋
久
美
子
 

冷
ま
じ
や
音
な
く
落
ち
る
日
の
早

さ
 
工

藤
 
暁
村
 

秋
の
蚊
は
横
寝
の
耳
に
さ
さ
や
け

り
 
敦

賀
 
栢
村
 

花
芭
一
直
線
の
マ
イ
ロ
ー
ド
 

天
内
 
酒
仙
 

す
さ
ま
じ
く
タ
雲
迫
る
裸
山
 

三
和
 
算
村
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「
こ
の
道
一
筋
」
に
精
進
し
、
国
民
の
模
範
と
な
っ
た
方
に
贈
ら

れ
る
、
黄
綬
褒
章
の
受
章
者
が
十

一
月
一
一
日
に発
表
さ
れ
、
本
市
か

ら
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。
 

◇
黄

綬

褒
章
 

三
 
浦
 
勝
 
正
氏

（
轡
 

すばらしい作品に見入る
市民のみなさん ー

ど

う
も
あ

り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
 

⑨
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
（
 

〇
協
伸
工
業
株
式
会
社
（
佐
藤
喬
太
郎
代
表
）
H
百
万
円
。
 

〇
中
谷
登
貴
雄
さ
ん

（
末広
町
九
ー
三
〇
）
H
十
万
円
。
 

⑥
社
会
福
祉
へ
 

〇
株
式
会
社
中
三
五
所
川
原
店
H
傘
他
七
点
。
 

r
 

,
 

秋
の
叙
勲

秋
の
褒
章

本
市
か
ら
三
人
受
章

佐

々

木

啓

鉄
道
事
業
功
労

(

a

河
津
軽
鉄
道
社
長
)

市
内
松
山
町
七
l

九

川

浪

直

治

氏

(邸
)

地
方
白
治
功
労

(
元
市
議
会
議
員
)

市
内
部
川
字
村
崎
五
五
五
1

一

藤

田

精

三
氏

(刀
)

教
育
功
労

(
元
公
立
小
学
校
長
)

市
内
上
平
井
町

一
O
七

二
氏

(
刊
)

本
市
か
ら

一
人
受
章

j甫

勝

正
氏

(倒
)

「
造
国
三
浦
」
代
表
(
造
因
業
)

市
内

一
野
坪
宇
麻
ノ
葉

一一

八

[jh 
第'塩

婦
人
の
趣
味

・
教
養

・
憩
い
の

場
と
し
て
、
各
施
諸
政
や
サ
ー
ク

ル
活
動
に
、
交
流
の
輸
を
大
き
く

広
げ
て
い
る
働
く
財
人
の
家
(
市

内
新
町
)
の
利
用
者
に
よ
る
「
第

二
川
働
く
財
人
の
家
利
用
者
発
表

会
」
が
、
十

一
月
十
二
、
十
一二
日

の
二
日
間
同
館
を
会
場
に
開
似
さ

れ
ま
し
た
。

お
茶
会
や
生
け
花
、

川
辺
、
和

ー 過
すばらしい作品に見入る
市民のみなさん

善
意
の
泥
か
ご

十の婦，d、
働叩

司

ζ
窓
品
市

裁
、
編
み
物
な
ど
の
作
品
展
示
の

他
、
舞
台
で
は
、

3
B
体
操
、
民

族
舞
踊
、

μ
本
舞
踊
、
ス
ト
レ
ッ

チ
体
操
な
ど
全
館
挙
げ
て
の
発
表

会
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
元
東
北
女
子
短
期
大
学

教
授
郷
土
料
理
研
究
家
の
山
崎
み

ち
よ
氏
に
よ
る
「
青
森
県
の
郷
土

料
理
」
の
記
念
講
演
も
た
い
へ
ん

好
評
で
し
た
。

ー

ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
さ
い
ま
す

@
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ

O
協
伸
工
業
株
式
会
社

(
佐
藤
喬
太
郎
代
表

)
H
百
万
円
。

O
中
谷
登
貴
雄
さ
ん

(
末
広
町
九
l

三
O
)
川
十
万
円
。

@
社
会
福
祉
へ

O
株
式
会
社
中
三
五
所
川
原
庖

H
傘
他
七
点
。

盛況であった舞台発表
(みつば会のみなさん)
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国
家
や
公
共
の
た
め
に
功
績
の
あ
っ
た
方
に
贈
ら
れ
る
、
秋
の
叙

勲
の
受
章
者
が
十
一
月
三
日
に
発
表
さ
れ
、
本
市
か
ら
、
次
の
三
人

が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

。

勲
四
等
旭
日
小
綬
章

・1iιa---

一-二
一切で
号

。

勲
四
等
瑞
宝
章h

 

「
こ
の
道
一
筋
」
に
精
進
し
、
国
民
の
模
範
と
な
っ

た
方
に
贈
ら

れ
る
、
黄
緑
褒
章
の
受
章
者
が
十
一
月
二
日
に
発
表
さ
れ
、
本
市
か

ら
次
の
方
が
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

。
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水
車
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往
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J
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村
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ヴ円ヌ
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路
人
俄
か
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朝
の
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く

三
和
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冷
ま
じ
ゃ
臓
を
求
め
る
人
の
列

坂

問

雑
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主
原
抜
け
て
終
着
駅
直
近
か

渋

れ

房

子

秋
の
蚊
や
白
に
雨
の
少
し
降
り

大
恒
久
美
子

冷
ま
じ
ゃ
音
な
く
落
ち
る
日
の
♀

-
二
己
除

let
u
v
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横
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に
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一
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線
の
マ
イ
ロ

l
ド

天
内

油
イ111

す
さ
ま
じ
く
タ
雲
迫
る
裸
山

三
和
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村



ふ
る

さ
と
の
み
な

さ
ん
 

お
元
気

て
す
か
 

東
京
な
ど
、
首
都
圏
在
住
の
五
所
川
原
出
身
者
で
組

織
す
る
、
 「わ

・
五
所
川
原
会
」
会
員
の
、
ふ
る
さ
と

へ
の
メ
ッ
セ
よ
ソ
で
す
。
 

(3) 

五
所
川
原
市
域
の
 

中
世
史
を
解
明
 

五
所
川
原
市

史
ミ
ニ
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
 

津
軽
の
皆
さ
ん
、
お
元
気
に
お

過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
高

校
卒
業
後
、
津
軽
を
あ
と
に
し
て

か
ら
、
す
で
に
二
十
数
年
の
歳
月

が
流
れ
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
紅
顔

の
美
少
年
？
も
今
は
オ
フ
ィ
ス
街

を
せ
わ
し
く
歩
き
回
る
普
通
の
お

じ
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
年
齢
に
な
っ

た
訳
で
す
。
都
会
に
出
た
て
の
頃

は
い
な
か
者
と
思
わ
れ
ぬ
様
、
 一

生
け
ん
命
に
慣
れ
ぬ
共
通
語
を
話

し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。
 
 

し
か
し
、
不
思
議
な
事
に
三
十
才

を
過
ぎ
る
頃
に
な
る
と
、
見
知
ら

ぬ
街
角
で
フ
イ
に
東
北
な
ま
り
の

会
話
を
耳
に
す
る
と
、
ど
こ
か
気

恥
ず
か
し
い
様
な
、
懐
か
し
い
様

な
気
持
ち
に
な
り
、
つ
い
振
り
返

っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
ま
す
。
 

そ
し
て
今
で
は
、
会
社
の
先
輩
、
 

後
輩
は
も
ち
ろ
ん
、
知
人
、
友
人

達
に
青
森
県
が
い
か
に
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
か
、
津
軽
が
い
か
に
美

し
く
人
情
味
に
あ
ふ
れ
た
土
地
か
 

津軽は、そろそろ雪です。 

を
、
酒
を
か
た
む
け
な
が
ら
、
つ

い
話
し
て
し
ま
う
の
で
す
。
 

若
い
頃
、
遠
か
っ
た
津
軽
が
、
 

年
を
と
る
毎
に
身
近
な
も
の
に
な

っ
て
き
ま
す
。
寒
い
夜
、
青
森
リ

ン
ゴ
を
か
じ
り
な
が
ら
、
自
分
が

根
っ
か
ら
の
津
軽
人
で
あ
る
こ
と

を
強
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。
 

市
史
編
纂
・
編
集
委
員
会
と
市

教
育
委
員
会
主
催
の
「
五
所
川
原

市
史
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
・
飯
詰

城
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
が
、
十

一

月
五
日
、
飯
詰
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
約
百
人
の
参

加
者
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

活
発
な
意
見

交
換
が
 

な
さ
れ
た
シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム
 

こ
れ
は
、先
般
発
刊
さ
れ
た
「五

所
川
原
市
史
・
史
料
編
1
」
を
も

と
に
、
今

一
度
、
五
所
川
原
市
域

の
中
世
を
考
え
て
み
よ
う
、
と
い

う
も
の
で
す
。
 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
中
央
学

院
大
学
助
教
授
の
市
村
高
男
氏
に

よ
る
 
「中
世
城
郭
研
究
の
現
状
と

飯
詰
城
跡
」
と
題
し
た
講
演
の
後
、
 

弘
前
大
学
助
教
授
の
斉
藤
利
男
氏

が
 
「北
方
の
都
市
世
界
ー
人
と
文

化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、
市
史
編

集
協
力
者
の
小
山
彦
逸
氏
（
上
北

郡
七
戸
町
）
が
 
「
“縄
張
り
）
か

ら
み
た
飯
詰
城
」
、
同
協
力
者
の

半
沢
紀
氏
（
五
所
川
原
市
）
が
「表

採
し
た
陶
磁
器
を
め
ぐ
っ
て
」
 
と

題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
飯
詰
城
館
跡

の
調
査
報
告
を
し
ま
し
た
。
 

続
い
て
、
弘
前
大
学
助
教
授
の

小
口
雅
史
氏
を
司
会
者
に
討
論
会

が
行
わ
れ
、
中
世
史
の
解
明
に
向

け
活
発
な
意
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
 

「津
軽
に
還
る
」
 

三
 

上
 

八
 

大
 
さ
ん
 

（
東
京
都
・
足
立
区
）
 

（
錦
町出
身
）
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ふ
る
さ
と
の
み
な
さ
ん

お
元
気
で
す
か

(3) 

東
京
な
ど、

首
都
圏
在
住
の
五
所
川
原
出
身
者
で
組

織
す
る
、
「
わ

・
五
所
川
原
会
」
会
員
の
、
ふ
る
さ
と

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

津
軽
の
皆
さ
ん
、
お
一
応
気
に
お

過
ご
し
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
高

校
卒
業
後
、
津
軽
を
あ
と
に
し
て

か
ら
、
す
で
に
二
ト
数
年
の
歳
月

が
流
れ
ま
し
た
。
あ
の
頃
の
紅
顔

の
美
少
年
?
も
A
7
は
オ
フ
ィ
ス
街

を
せ
わ
し
く
歩
き
回
る
普
通
の
お

じ
さ
ん
と
呼
ば
れ
る
年
齢
に
な
っ

た
訳
で
す
。
都
会
に
山
た
て
の
頃

は
い
な
か
省
と
忠
わ
れ
ぬ
様
、

一

生
け
ん
命
に
慣
れ
ぬ
共
通
語
を
話

し
て
い
た
時
期
も
あ
り
ま
し
た
。

「
津
軽
に
還
る
」

し
か
し
、
不
思
議
な
事
に
三
卜

-r

を
過
ぎ
る
頃
に
な
る
と
、
見
知
ら

ぬ
街
角
で
フ
イ
に
東
北
な
ま
り
の

会
話
を
耳
に
す
る
と
、
ど
こ
か
気

恥
ず
か
し
い
様
な
、
懐
か
し
い
憾

な
気
持
ち
に
な
り
、
つ
い
振
り
返

っ
て
い
る
自
分
に
気
づ
き
ま
す。

そ
し
て
今
で
は
、
会
社
の
先
輩
、

後
輩
は
も
ち
ろ
ん
、
知
人
、
友
人

達
に
青
森
県
が
い
か
に
素
晴
ら
し

い
と
こ
ろ
か
、
津
粧
が
い
か
に
美

し
く
人
情
味
に
あ
ふ
れ
た
土
地
か

上

ー、
i
J
 

(東
京
都
・
足
立
区
)

(錦
町
出
身
)

大

さ

ん

を
、
酒
を
か
た
む
け
な
が
ら
、
つ

い
話
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

若
い
頃
、
速
か
っ
た
津
軽
が
、

年
を
と
る
毎
に
身
近
な
も
の
に
な

っ
て
き
ま
す
。
寒
い
復
、
青
森
リ

ン
ゴ
を
か
じ
り
な
が
ら
、
自
分
が

恨
っ
か
ら
の
津
軽
人
で
あ
る
こ
と

を
強
く
感
じ
る
今
日
こ
の
頃
で
す
。

費量
津軽は、そろそろ雪です。

五
所
川
原
市
域
の

中
世
史
を
解
明

五
所
川
原
市
史
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市
史
編
纂

・
編
集
委
員
会
と
市

教
育
委
員
会
主
催
の

「五
所
川
原

市
史
ミ
ニ
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

・
飯
詰

城
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」
が
、
ト

一

月
五
口
、
飯
詰
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
を
会
場
に
、
約
百
人
の
参

加
省
を
得
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

活
発
な
意
見
交
換
が

な
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

こ
れ
は
、
先
般
発
刊
さ
れ
た
「五

所
川
原
市
史
・
史
料
編
1
」
を
も

と
に
、
今
一
度
、
五
所
川
原
市
域

の
中
世
を
与
え
て
み
よ
う
、
と
い

う
も
の
で
す
c

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
、
巾
央
学

院
大
学
助
教
授
の
市
村
高
男
氏
に

よ
る
「
中
世
城
郭
研
究
の
現
状
と

飯
詰
城
跡
」
と
題
し
た
講
演
の
後
、

弘
前
大
学
助
教
段
の
斉
藤
利
男
氏

が
「
北
万
の
都
市
世
界
1

人
と
文

化
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
、
市
史
編

集
協
力
省
の
小
山
彦
逸
氏

(上
北

郡
七
戸
町
)
が
「

H

縄
張
り
H

か

ら
み
た
飯
諸
城
」
、
同
協
力
省
の

半
沢
紀
氏
(
五
所
川
原
市
)
が
「
泉

保
し
た
陶
磁
器
を
め
ぐ

っ
て
」
と

題
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
飯
詰
城
館
跡

の
調
査
報
告
を
し
ま
し
た
。

続
い
て
、
弘
前
大
学
助
教
技
の

小
口
雅
史
氏
を
司
会
省
に
討
論
会

が
行
わ
れ
、
中
世
史
の
解
明
に
向

け
活
発
な
立
見
交
換
が
な
さ
れ
ま

し
た
。
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＞

●
 ・
 
、
 
【
．
、
 

《
 

し
 
一
‘
て
C

【
く
司
￥
、
 

元
気
に

走
っ

て
ほ
し

い
ノ

・
 

わ
が
『
津

軽

鉄

道
 

昭
和
五
年
か
ら
沿
線
住
民
の
足
と
し
て
津
軽
平
野
の
中
央
を
、
五

所
川
原
、
金
木
、
中
里
へ
と
、
十
ニ
の
停
留
所
を
結
ん
で
走
る
津
軽

鉄
道
が
、
利
用
客
の
減
少
等
に
よ
り
、
今
、
存
続
の
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
 

自
家
用
車
の
普
及
等
に
よ
り
、
 

年
々
、
利
用
客
の
減
少
が
続
い
て

い
る
津
軽
鉄
道
は
、
昭
和
五
十
年

か
ら
国
や
県
の
補
助
を
受
け
な
が

ら
経
営
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、
 

国
は
今
、
全
国
的
に
、
赤
字
ロ

ー
 

カ
ル
線
の
補
助
の
打
ち
切
り
を
出

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、
佐
々
木
策
造
五
所

川
原
市
長
を
会
長
と
し
た
津
軽
鉄

道
活
性
化
協
議
会
（
五所
川
原
市

・

金
木
町
・
中
里
町
・
市
浦
村
・
小

泊
村
）
で
は
、
民
間
鉄
道
と
し
て
、
 

青
森
県
に
初
め
て
誕
生
し
、
六
十

数
年
間
沿
線
の
人
々
の
思
い
を
乗

せ
て
走
り
続
け
て
き
た
歴
史
あ
る

津
軽
鉄
道
の
存
続
を
求
め
て
、
国

に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
利
用

客
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。
 

ま
た
、
津
軽
半
島
振
興
対
策
協
 
 

議
会
（
一
市
九
町
十
村
、
会
長
、
 

佐
々
木
策
造
五
所
川
原
市
長
）
で

は
、
半
島
振
興
の
た
め
に
、
重
要

な
基
幹
交
通
で
あ
る
津
軽
鉄
道
の

維
持
、
存
続
の
た
め
、
村
山
首
相

を
は
じ
め
、
小
沢
国
土
庁
長
官
、
 

亀
井
運
輸
大
臣
宛
に
、
 「津
軽
鉄

道
を
存
続
さ
せ
た
い
半
島
住
民
の

声
を
実
現
す
る
請
願
書
」
 
と
、存

続
を
望
む
、
約
五
千
四
百
人
の
署

名
簿
を
、
十
月
十
日
、
ふ
る
さ
と

交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、
 

「半
島
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
里
 

1
n
津
軽
」
 
に出
席
し
た
、
小
峰

国
土
庁
長
官
官
房
審
議
官
に
手
渡

す
な
ど
、
半
島
挙
げ
て
の
存
続
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
 

風
鈴
、す
ず
虫
、
ス
ト
ー
ブ
列
車

な
ど
、季
節
毎
に
旅
心
を
誘
う
、情

緒
あ
ふ
れ
る
雰
囲
気
が
、
最
近
、
 

特
に
都
会
の
人
々
の
心
を
と
ら
え

て
い
ま
す
が
、
津
軽
鉄
道
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
は
、
沿
線
の
私
達

が
、
ひ
と
り
で
も
多
く
、
こ
の
列

車
を
利
用
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
 

車
は
便
利
で
す
が
、
時
に
は
、
 

車
窓
か
ら
、
広
大
な
津
軽
平
野
を

ゆ
っ
た
り
と
眺
め
る
旅
な
ど
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

で
も
日
中
は
、

一
人
か
、
二
人
 

朝
タ
は
、

こ
ん
な
に
満
員
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秀峰「岩木」を背に、今日もがんばっています。 

【
 

い
つ
ま
で
も

元
気
に
走
っ

て
ほ
し
い
ノ
.

わ
が

『
津
軽
鉄
道
』

昭
和
五
年
か
ら
沿
線
住
民
の
足
と
し
て
津
軽
平
野
の
中
央
を
、
五

所
川
原
、
金
木、

中
里
へ
と
、
十
二
の
停
留
所
を
結
ん
で
走
る
津
軽

鉄
道
が
、
利
用
客
の
減
少
等
に
よ
り
、
今
、

存
続
の
危
機
に
直
面
し

て
い
ま
す
。

秀峰 「岩木」を背に、今日もがんばっています。

自
家
用
卓
の
普
及
浮
に
よ
り
、

年
々
、
利
用
客
の
減
少
が
続
い
て

い
る
津
軽
鉄
道
は
、
昭
和
五
卜
年

か
ら
国
や
県
の
補
助
を
受
け
な
が

ら
経
営
を
続
け
て
き
ま
し
た
が
、

国
は
今
、
全
国
的
に
、
赤
字
ロ

ー

カ
ル
線
の
補
助
の
打
ち
切
り
を
出

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
に
対

応
す
る
た
め
、
佐
々
木
栄
造
五
所

川
原
市
長
を
会
長
と
し
た
津
軽
鉄

道
活
性
化
協
議
会
(五
所
川
原
市
・

金
木
町
・
中
里
町
・
市
浦
村
・
小

泊
付
)
で
は
、
民
間
鉄
道
と
し
て
、

青
森
県
に
初
め
て
誕
生
し
、
六
卜

数
年
間
沿
線
の
人
々
の
思
い
を
乗

せ
て
走
り
続
け
て
き
た
歴
史
あ
る

津
軽
鉄
道
の
存
続
を
求
め
て
、
国

に
働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
利
用

客
の
拡
大
を
図

っ
て
い
く
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
津
軽
半
島
振
興
対
策
協

議
会

(一

市
九
町
卜
村
、

会
長、

佐
々
木
栄
造
五
所
川
原
市
長
)
で

は
、
半
島
振
興
の
た
め
に
、
豆
要

な
基
幹
交
通
で
あ
る
津
峰
鉄
道
の

維
持
、
存
続
の
た
め
、
村
山
首
相

を
は
じ
め
、

小
沢
国
土
庁
長
官
、

亀
井
運
輸
大
臣
宛
に
、
「
津
軽
鉄

道
を
存
続
さ
せ
た
い
半
島
住
民
の

声
を
実
現
す
る
請
願
仕
一
日
」
と
、
存

続
を
望
む
、
約
五
千
四
百
人
の
署

名
簿
を
、

ト
月
卜
日
、

ふ
る
さ
と

交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
、

「
半
島
活
性
化
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

M

l
n
津
軽
」
に
出
席
し
た
、

小
時

国
土
庁
長
官
官
房
審
議
官
に
手
渡

す
な
ど
、
半
島
挙
げ
て
の
存
続
運

動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

風
鈴
、
す
ず
虫
、
ス
ト
ー
ブ
列
車

な
ど
、
季
節
毎
に
旅
心
を
誘
う
、山川

緒
あ
ふ
れ
る
芽
囲
気
が
、
最
近
、

持
に
部
会
の
人
々
の
心
を
と
ら
え

て
い
ま
す
が
、
滞
軽
鉄
道
を
存
続

さ
せ
る
た
め
に
は
、
沿
線
の
私
達

が
、
ひ
と
り
で
も
多
く
、
こ
の
列

車
を
利
用
す
る
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

車
は
便
利
で
す
が
、
時
に
は
、

車
窓
か
ら
、
広
大
な
津
軽
平
野
を

ゆ
っ
た
り
と
眺
め
る
旅
な
ど
、
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

朝
夕
は
、

こ
ん
な
に
満
員
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で
も
日
中
は
、
一
人
か
、
二
人



中
学
生
・
友
好
親
善
訪
中
感
想
文
②
 

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の
「
中
学
生
・
教
育
関
係
者
友
好

親
善
訪
中
団
」
で
、
市
内
の
中
学
生
六
名
が
日
中
友
好
親
善
の
交
流

を
深
め
帰
国
し
ま
し
た
の
で
、感
想
文
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
 

「中
国
旅
行
を
終
え
て
」
 

五
三
中

二
年
 

工
 
藤
 
智
 
美
 

今
回

（
北
京
、西
安
、
上
海
な

ど
）
中
国
旅
行
を
し
て
み
て
、
改
 

め
て
日
本
と
の
違
い
を
実
感
し
ま

し
た
。
 

上海、 「少年宮」前にて 

ま
ず
は
、食
生
活
、
 

国
の
広
大
さ
、
そ
し

て
今
ま
で
築
き
あ
げ

て
き
た
文
化
な
ど
で

す
。
 

文
化
の
面
は
、
昔

日
本
が
中
国
か
ら
、
 

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

取
り
入
れ
て
き
た
こ

と
で
少
し
似
通
っ
て

い
ま
す
が
、
そ
の
建

築
物
の
大
き
さ
が
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な
 

い
面
積
な
の
で
す
。
 

漢
字
も
仏
教
も
す
べ
て
、
中
国

か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
日
本

と
中
国
と
は
切
っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
 

ま
た
、
水
道
の
水
は
直
接
飲
む

こ
と
が
で
き
な
い
し
、
食
生
活
の

面
で
は
、
生
も
の
は
果
物
ぐ
ら
い

で
す
べ
て
油
を
多
く
使
っ
て
火
を

通
し
た
物
ば
か
り
で
私
に
は
ち
ょ

っ
と
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

味
は
と
て
も
よ
く
て
、
大
き
な
皿

か
ら
自
分
の
分
を
と
っ
て
食
べ
る

の
で
す
。
 

そ
れ
に
し
て
も
、
や
っ
ぱ
り
中

国
の
広
さ
に
は
驚
き
ま
す
。
 

ど
ん
な
建
物
を
つ
く
る
に
も
、
 

必
ず
大
き
な
面
積
が
な
く
て
は
つ

く
れ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
と
う
て

い
無
理
な
建
物
で
も
中
国
で
は
可

能
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
例
に
、
 

万
里
の
長
城
、
故
宮
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
 

こ
う
し
て
本
当
の
中
国
を
ま
の

あ
た
り
に
し
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
勉
強
に
、
役
だ
て
た
い

と
思
い
ま
す
。
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第
二
十
三
回
 
「ス
ト

ー
ブ

列
車

」
 

課
 
題
 
「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」
 

ス
ト
ー
プ
列
車

・ス
ト
ー
ブ
汽
車
 

ス
ト
ー
プ
汽
車
・
暖
炉
車
 

一
人
三
句
・
は
が
き
使
用
の
こ
と
 

投
句
締
め
切
り
 

平
成
七
年
二
月
二
十
日
 

賞
 最

高
得
点
者
に
津
鉄
社
長
賞
 

俳
句
募

集
 

あ
て
先
 

夢
卿
五
所
川
原
市
字
大
町
三
九

津
軽
鉄
道
（
株
）
内
 

水
車
吟
社
 
三
和
算
村

特
集
号
「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」
ご
希

望
の
方
は
、
郵
便
切
手
三
百
円
を

お
送
り
く
だ
さ
い
。
 

（三
月
上
旬
発
行
の
予
定
）
 

住
み
よ

い
環
境
づ

く
り
 

尋
、
ン
豆
‘
鼻ー
し
 

入
選
作
品

表
彰
 

景
 

風
 

彰
 

表
 

十
一
月
十
日
、
働
く
婦
人
の
家

で
行
わ
れ
た
、
平
成
六
年
度
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
入
選
作
品
表
彰
 
 

式
で
の
特
別
賞
受
賞
者
は
次
の
と
 

お
り
で
す
。
 

（
敬称
略
）
 

小
学
校
の
部
一
 

標
語
葛
西
里
子
（
五
小
五
年
）
、加

藤
英
理
（
五
小
六
年
）
作
文
成
田

陽
子
（
五
小
五
年
）
習
字
・
書
道

佐
藤
研
司
（
栄
小
三
年
）
、
長
内

俊
之
（
五
小
五
年
）
図
画
・
ポ
ス

タ
ー
前
田
襟
里
奈

（
南
小
二
年）
、
 

太
田
沙
耶
花
（
中
央
小
四
年
）
 

一
中
学
校
の
部

』
 

標
語
篠
塚
優
子
（
五
三
中
三
年
）
 

作
文
阿
部
晶
子
（
五
一
中
三
年
）
、
 

伊
藤
真
美
（
五
三
中
三
年
）
習
字
・

書
道
太
田
裕
介

（
五
三
中
三
年）
 

月
十
円
、
働
く
婦
人
の
家

で
行
わ
れ
た
、
市
「
成
六
年
度
住
み

よ
い
環
境
守
つ
く
り
入
選
作
品
表
彰

ト
第
二
十
三
回

課

題

「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」

ス
ト
ー
ブ
列
車
・
ス
ト
ー
ブ
汽
車

ス
ト
ー
ブ
汽
車

・
暖
炉
卓

一
人
三
句

・
は
が
き
使
用
の
こ
と

投
句
締
め
切
り

平
成
七
年
二
月
二
卜
日

賞
最
高
得
点
省
に
津
鉄
社
長
賞

旦ロ小

式
で
の
持
別
賞
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
す
。

(

敬
称
略
)

岡
剛
附
聞
出

標
語
葛
西
里
子
(
五
小
五
年
)、
加

藤
英
理
(
五
小
六
年
)
作
文
成
田

陽
子
(
五
小
五
年
)
習
字
・
書
道

佐
藤
研
司

(栄
小
三
年
)
、
長
内

俊
之
(
五
小
五
年
)
図
面
・
ポ
ス

タ
ー
前
田
襟
里
奈

(南
小
二
年
)、

太
田
沙
耶
花
(
中
央
小
四
年
)

日
制
附
閣
問

標
語
篠
塚
優
子
(
五
三
中
三
年
)

作
文
阿
部
品
子
(
五

一
中
三
年
)、

伊
藤
其
美

(五
三
中
三
年
)
習
字
・

書
道
太
田
裕
介
(
五
三
中
三
年
)

風z当'"
早~表

中
学
生

-
友
好
親
善
訪
中
感
想
文
②

市
制
施
行
四
十
周
年
記
念
事
業
の

「中
学
生

・
教
育
関
係
者
友
好

親
善
訪
中
団
」
で
、
市
内
の
中
学
生
六
名
が
日
中
友
好
親
善
の
交
流

を
深
め
帰
国
し
ま
し
た
の
で
、
感
想
文
を
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

「
中
国
旅
行
を
終
え
て
」

今
回

(北
京
、
西
安
、
上
海
な

ど
)
中
国
旅
行
を
し
て
み
て
、
改

五
三
中
二
年

工

藤

智

美

め
て
日
本
と
の
違
い
を
実
感
し
ま

し
た
。

「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」

俳
句
募
集

あ
て
先

替
問
五
所
川
原
市
字
大
町
三
九

津
軽
鉄
道
(
株
)
内

本
車
吟
社

三
和
電
村

特
集
号
「
ス
ト
ー
ブ
列
車
」
ご
希

望
の
方
は
、
郵
便
切
手
三
百
円
を

お
送
り
く
だ
さ
い
。

(三
月
上
旬
発
行
の
予
定
)

「少年宮」前にて

ま
ず
は
、
食
生
活、

国
の
広
大
さ
、
そ
し

て
今
ま
で
築
き
あ
げ

て
き
た
文
化
な
ど
で

す
。文

化
の
面
は
、
昔

H
本
が
中
国
か
ら
、

い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

取
り
入
れ
て
き
た
こ

と
で
少
し
似
通

っ
て

い
ま
す
が
、

そ
の
建

築
物
の
大
き
さ
が
日

本
で
は
考
え
ら
れ
な

上海、

い
面
積
な
の
で
す。

漢
字
も
仏
教
も
す
べ
て
、
中
国

か
ら
取
り
入
れ
た
も
の
で
、
日
本

と
中
国
と
は
切

っ
て
も
切
れ
な
い

関
係
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
水
道
の
水
は
直
接
飲
む

こ
と
が
で
き
な
い
し
、
食
生
活
の

面
で
は
、
生
も
の
は
果
物
ぐ
ら
い

で
す
べ
て
油
を
多
く
使

っ
て
火
を

通
し
た
物
ば
か
り
で
私
に
は
ち
ょ

っ
と
合
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も

味
は
と
て
も
よ
く
て
、
大
き
な
皿

か
ら
自
分
の
分
を
と
っ

て
食
べ
る

の
で
す
。

そ
れ
に
し
て
も
、
や

っ
ぱ
り
中

国
の
広
さ
に
は
驚
き
ま
す
。

ど
ん
な
建
物
を
つ
く
る
に
も
、

必
ず
大
き
な
面
積
が
な
く
て
は
つ

く
れ
ま
せ
ん
。
日
本
で
は
と
う
て

い
無
理
な
建
物
で
も
中
国
で
は
可

能
に
な
る
の
で
す
。
そ
の
例
に、

万
里
の
長
城
、
故
宮
な
ど
が
あ
り

ま
す
。

こ
う
し
て
本
当
の
中
国
を
ま
の

あ
た
り
に
し
た
こ
と
を
こ
れ
か
ら

の
自
分
の
勉
強
に
、
役
だ
て
た
い

と
思
い
ま
す
。
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講演会を開催します 
演題 「ィンドの子1共の足長おじさんに 

なりませんか？」 

日本の個人からインドの個人へ直接、教育援

助する運動～小さな資金のビッグなプロジェク

ト～そんな感動のお話しを聞く時間です。 

講 師 野上四郎氏 

内潟療護園園長（中里町） 

と き 平成6年12月 7 日（水）10 】 00-11 】 00 
ところ コミュニティセンター栄 合35-1926 
主 催 椿の会（食物と環境を考える会） 

連絡先 葛西彩子 合34 - 8296 
後藤 しみ 公34 - 8798 

‘一 

冬期室内テニス教室 
テニスで冬の間の運動不足を解消しませんか。 

12月10日から2月18日まて三 8回、初・中級者 

を対一象としたテニス教室を開催いたします。詳 

しいことについては下記へお問い合わせくださ 

し、コ 

@）会場 市民体育館 

⑥開催日 12月10日・17日 

1月 7 日・14日・21日・28日 

2月 4 日・18日 

⑥時間 午後 7 時～9日寺 

⑨主催 市テニス協会 

⑥問い合わせ先 容35 - 7672 今井言成 一 

光彩会（油絵）会員募集 
伊」 会 毎月第 2 ・第3木曜日 

日寺間 午前 9時30分～4日寺 

場所 市中央公民館 2階 工芸室 

※ 7 月～9月迄の 3 カ月間は、 日展審査員の 

伊藤正規先生に指導を受ける事が出来ます。 

年会費 3 万円 

連絡先 五所川原市雛田141-14 
中イ寸恵美子一 ”34 - 8336 

保
険
料
を
 

納
め
ま
し
よ
う
 

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、
 

万
一
の
事
故
な
ど
の
と
き
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
未
納
の
期
間

が
長
く
な
る
と
将
来
、
老
齢
基
礎

年
金
さ
え
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
 

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一

度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。
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民 

 

   

 

年 

 

   

 

金 
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「あおもり活性化大賞」募集 
青森県市町村活性化対策協議会て叫ま、県内で

各団体が取り組んでいる地域活性化のための優

良事例を表彰する「あおもり活性化大賞」を選

定し、その受賞事伊」を県民に広く紹介すること

により県内の土也域おこし活動の啓発を行ってい

ます。対象となる取組みは、産業や文化の振興、 

他の」也域との交I流などの地域活動やイベントの

開催など地域活性化につながるものであれば、 

その内容に特に制限はありません。 

〔応募要領〕 

レ資格 常設されノている組織であるか否かを問

わず、 次の対象事例のいずれかに該当する取

組実績を有する団体、 グルーフp 

，噂驚鷲産業文化の振興 PRに寄与した
と考えられノる活動 

〇人、資源等の地域間交i流を目的とした活動

〇特定のテーマを持って行ったイベントの開催

レ応募方法 所定の応募調書を受付一期間内に持

参又は郵送 

ン応募期限 平J戎 6年12月16日 （金） 

＞応募先 五所川原市役所企画調整課 

雪 35 - 2111（内線 315) 
又は青森市長島1-1-1 青森県総務部地方課内

青森県市町木寸活性化対策協議会事務局 

雪 O177 - 75 - 3161 

ン表彰内容 あおもり活性化大賞 1点 

あおもり活性化大賞奨励賞 3点程度

ンその他 応募調書の請求及び詳しい内容につ

いてのお問い合わせは、五所川原市役所企画

調整課又は青森県市町才寸活性化文寸策協議会事

務局まで御連絡ください。 

年末年始の犯罪 
及び事故の防止 

実施期間〈器器曹講農 ) 22日間 
活動重点 

①年末・年始において特に警戒を要する 

犯罪の取締り 

②少年非行と福祉犯被害の防止 

③暴力団の取締り 

（④交通事故の防止及び交通渋滞の緩和 

⑤雑踏事故の防止 

五所川原地区暴力追放推進協議会 
五 所 川 原 警 察 署 

| 冬期室内テニス教室 I 

テニスで冬のIlIJのj!ij動不足を解消しませんか

12)] 10 11か ら 2)]18fl まで 81"1 、 宇~J ・ 'I' !f校高

を><'J象としたテニス数本:を凶作iilt、た します。 汗

しいことについてはド記へお!日JIt、代わせくだ3

u、。

。 会場 r I i 1 (1.本1刊 Yf

@ 開催日 12川 1011.1711 

1 JJ 7 f 1 . 1411・2UI・2811

2)] 4 fl・18fl 

。時間 午後 711.'J'~91I.'f

。 主催 diテニス協会

。 問 い合 わせ 先宮35-7672 今 )1誠

E措望号竃藍E謹E導室tJJ1ョ・
1rHJ 5fi 2 ・);f'i3オ(11伝H

時間 Ir'liij 9 1 1;)'30分~ 4Ik'i' 

場所 rI i '1'央公民館 21併 1'，ぷネー

※ 7 刀~ 9)] j与の 3ヵ月 IL¥Jは、 11)民帯合:t J.の

伊藤.ll三却先生に指導を受ける・J;:が 11¥)j(ます。

年会費 3万j'll

連絡先 五所川以rIî~J1nII141-14 

'1'村必;二た[- 834 -8336 

講演会を開催します
「インドの子供の足長お じさんに

な りま せんか?J 

日本の例人からインドの個人へ[庄接、教育援 ! 
日)]する運動~小さな資金のビッグなプロジェク ! 
卜~そんな感動のお話しを聞く時間です。 I
講師 野上四郎氏 i 

内潟療諮問園長(中里町) ! 
平成6年12月7日(水)10 : 00~1l・ 00 ! 

コミュニティセンタ一栄 835 -1926 ! 

俸の会(食物と環境を考える会) 1 
_g阿彩チ 834-8296 i 

後藤しみ 834-8798 I 
一一一一一一一~一一一一一一一一一一一一一一一一一一J

演題

.6. 
= ~J 

EIif，翠司u.~ヨ~I傾S事E聖書
itf森!}，~dilllf木l活性化対策協議会では、県外lで

各 '.JI体が取り組んでいる地域J日生化のための催

良 ι!ゆ'rJを表彰する「あおもり 1斤性化人:l'tJを選

定し、その受:W:'Jド例を県民に}l~ く紹介すること

によりり『げ、]の地域おこし川耐jの砕発を行ってい

ます。 必J' :象となる取組みは、Jl7~業やJど化の振興、

他の 地域との交流などの地域間勤やイベントの

I:IH催など地域活性化につながるものであれば、

その内特に特に制限はありません。

〔応募要領〕

じ〉資格 併設されている組織であるか何かをII¥J

わず、次の対象~jr.例のレ、ずれかに談、Iiする取

組じだ結を有する卜r階、 グノレーフ

仁〉対象事例

0 地域の産業、文化の振興 'PRにご寄与した

とJ雪えらオLるf円・jji)J

0 人、資源等の地域II¥J交流を円 (1勺とした日百万J

O特定のテーマを持って行ったイベントのIJTI似

仁>応募方法 所定の}，t;非調占を受付期間内に持

参又は郵送

仁〉応募期限 平成 6年 12JJ16 f 1 (令)

じ〉応募先 五所川原市役所:i'I":阿訓強課

宮 35-2111 (内線 315)

又は背A森市長品1-1-1 与三森県総務部地 点課内

青森県市町村活性化対策協議会 'J~務付

笠宮0177-75 -3161 

b表彰内容 あおもり間性化 大賞 llJ.. 

あおもり活性化 大賞奨励負 3点在zi度

仁〉その他 応非調ミr:.:のa-，'j求及び詳しいl刈作につ

いてのお防JIt、合わせは、五所川原市役所企画

調整課又は青森県市町村活性化対策協議会 'Jf

務局まで御連絡ください。

とき

ところ

主催

連絡先

年末年始の犯罪
及び事故の防止

圃
圏
圃
圃

保
険
料
を

納
め
ま
し
ょ
う

保
険
料
の
納
め
忘
れ
が
あ
る
と
、

万

一
の
事
故
な
ど
の
と
き
障
害
基

礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金
が
受
け

ら
れ
な
か
っ
た
り
、
ド
ポ
納
の
期
川

が
長
く
な
る
と
将
来
、
右
齢
基
礎

年
金
さ
え
も
受
け
ら
れ
な
く
な
る

こ
と
も
あ
り
ま
す
。

納
め
忘
れ
が
な
い
か
、
も
う
一

度
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

平成6年12月15日(木)から
実施期間 ( )22日間

平成7年1月5日(木)まで

活動重点

①年末 ・年始に おいて特に瞥戒を裂する

犯罪の取締り

②少年非行と福祉犯被寺I子の防止

③ 暴力[立|の取締り

①交通事故の防止及び交通渋滞の緩干11

⑤雑踏事故の防 止

五所川原地区是正ヅJ.i.uJ.次推進協議会

五所 川 原普捺与野

10 平成 6;f12)1111 



第46回人権週間 
12月 4 日～12月10日 

毎日の生活てり中で、和Iかお困りの時はしいつで

も人権擁護委員、 または、青森地方法務局五所

川原支局にご才目談ください。相談は無料で、秘

密は厳笥1します。 

当市の人権擁護委員は次の方々て十す。 

氏 	名 住 	所 郵便番号 電 	話 

対馬 郁夫 
五所川原市 
松島町 7丁目20 037 34 - 3121 

高橋 武― 
五所川原市大字
藻川字千年356 037 36 - 2794 

船水 信ー 
五所川原市大字
飯詰字福泉85-3 037 37 - 2127 

原 	芳江 
五所川原市 
松島町 7 丁目54 037 35 - 8590 

大村 光子 
五所川原市 
字旭町 2 037 35 - 6363 

山口千代ー 
五所川原市大字毘
沙門字中熊石211-1 037 36 - 3938 

坂本 憲昭 
五所川原市 
字錦町1-101 037 34 - 2293 

中川 兵― 
五所川原市大字 
豊成字田子浦104-3 037-06 29 - 3073 

太田 啓子 
五所川原市 
みどり町4丁目18 037 34 - 4274 

特設人権相談所の開設 

ンと き 平成6年12月 9 日（金） 

午前10時～午後 3U寺 

ンところ 市内新町「働く婦人の家」 

ン相談担当者 人権擁護委員・法務局職員 

主婦の店松島店増床計画 

に係る地元説明会 
日時 平成6年12月6 日（火） 午後 2H寺

場所 五所川原市岩木町12 
産経会館 5階 大会議室 

対象者 五所川原市内で営業されている 

中ノ」、小売業者並びに一般消費者 

ならどなたでもご出席できます。 

説明者 株式；会社 主婦の店 

※出席申し込みは不要です。 

お問い合わせは、（株）主婦の店 平田まで。 

雪 0173 -34- 408O(代) 

成人式は1月15日に行います 
市では、20歳を迎えた方をお祝いするため、 

次のとおり成人式を行います。対象者には、12 
月中旬にハガキで通知いたします。なお、学校 

や仕事の都合で市外に居住しておられる市出身 

者の方の参加も歓迎しますので市教育委員会生 

涯学習課へご連絡ください。 

）日 時 

平成 7年1月15日（日） 午二前11時～ 

ン場 所 

ふるさと交，充圏民センター 大ホール 

（市内幾世森） 

）受イ寸時間 午前 9時30分～午前10時50分 

（時間厳に午） 

）文寸象 者 昭和49年4月 2 日から昭和50年4 
月 1 日までに生まれた方 

レ申し込み先 市教育委員会 生涯学習課 

" 35 - 2111（内線250) 

「はたちの主張」発表者募集 
新しく成人になられる方に、 日頃感じている 

ことを述べていただく 「はたちの主張」発表者 

を募集します。皆さん、ふるってご応募くださ 

い。なお、選ばれた方には、成人式当日に発表 

していただきます。また、発表されノた方には、 

記念品を差し上げます。 

>テ ー マ J戎人式二を迎えるにあたって感じて 

いること、決意など。 

ン発表時間 約5 分間 

(400字詰原稿用紙 2枚程度） 

う応募資格 新成人 

（昭和49年4月 2 日から昭和50年 

4月1日までに生まれた方） 

レ期 限 平成6年12月20日（火） 

ン申し込み先 市教育委員会 生涯学習課 

" 35 -2111 （内線250) 

平成 7 年 

新年名刺交換会 
レ日時 	ュ」L)戎 7 左t I 月 1日（日）午市i 1l時 

レ場所 ホテノレサンルート五所川原 2階 

＞会費 3,000円（申し込みと同時に納入 

ください。） 

ン申し込み締め切り 12月22日（木） 

＞申し込み先 市総務課または五所川原 

商工会議所 

主 催 互所川原市 

五所川原商工会議所 

市内農業協同組合懇談会 
	ノ 

, 

11 平成6年12月 1日 

「第46回人権週間~
L一一一-12月 4 日 ~12月 10日 一一一一」

毎 Hの生活の中で、イロJかお岡りのH寺はいつで

も人権擁護委員、または、背森地方法務局五所

川原支局にご相談ください。 相 談は無料で、秘

絡は厳守します。

当市の人権擁護委員は次の方々です。

氏 名 住 所 郵便番号 電 言活

対馬郁夫 五所川原市 037 34 -3121 
松品町7丁目20

高橋武一
五所川原市大字 037 36 -2794 
藻川字千年356

船水信一
五所川原市大字

037 37 -2127 
飯詰字福泉85-3

原 芳江
五所川原市

037 35 -8590 
松島町7丁目54

大村光子
五所川原市 037 35 -6363 
字組問T2

山口千代ー
五所川原市大字毘 037 36 -3938 
沙門字中熊石211-1

坂本憲昭
五所川原市 037 34 -2293 
字錦町1-101

中川兵一
五所川原市大字 037-06 29 -3073 
豊成字国子浦104-3

太田啓子
五所川原市 037 34 -4274 
みどり町4丁円18

E E較盟諸;;翻i園部ヨ

bとき 平成6年 12月 9日(金)

午前10時 ~午後 3時

bところ 市内新町 「働 く婦人の家」

じ〉相談担当者 人権擁護委員・法務局職員

主婦の庖松島庖増床計画
に係る地元説明会

日時 平成6年12月 6日〈火〉 午後 2時

場所 五所川原市山木IUfl2
産経会館 5[:階 大会議室

対象者 五所川原市 内で常業されている

'1-'ノト小売業者投びに一般消費者

ならどなたでもご山席できまマ仁

説明者 株式会社主I;.'II~のJ占

※出席 ~I ' し込みは不裂で、す。

お IllJ¥t、合わせは、(株)主制のI古平川まで。

宮 0173-34 -4080 (代)

11 平成6年12月 1fl 

座主式!まIljl~j日に行います l
dJでは、 20歳を迎えた万をお祝いするため、

次のとおり成人式を行います。対象者には、 12

月'-1"旬にハガキで通知Iいたします。なお、学校

や仕・J l:の都合で市外にr~住しておられる市山身

有のノゴの参加いも歓迎しますので市教育委員会佐

世学習課へご辿絡ください。

じ〉 日 日寺

平成7年 1月 15日(11 ) 午前11時~

c>場所

ふるさと交流岡氏センタ一 大ホーノレ

(rli内幾世森)

b受 付 時 間 午前 9時30分~午前10時50分

(U"'i 間止法守')

仁〉対 象 者 H併 n49年 4月 2日 か ら 昭 和50年 4

FJ 1日までに生まれた方

b申し込み先 di教育委員会 生涯学習課

宮 35-2111 (内線250)

田町~樋蓮司E奉還謹蓮ヨ
新しく成人になられる方に、日 頃感じている

ことを述べていただく 「はたちの主張」発表者

を 必 集 し ま す 。 押 さ ん 、 ふ る っ て ご 応 # く だ さ

い。 なお、退ばれた)Jに は 、 成 人 式 当 日 に 発 表

していただきます。また、発表された方には、

記念品を差し上げます。

bテ ー マ 成人式を迎えるにあたって感じて

いること、決意など。

b発表時間 約 5分 11:-)

(400字詰原稿用紙2枚程度)

b応募資格 新成人

(11附f行f保伺干豹和I口14羽9年 4 刀 2 1=1 カか込 らH 

4月 1日までに生生e まれた方)

b期 限 平成 6年 12月2011(火)

b申し込み先 市教育委員会生涯学習課

宮 35-2111 (内線250)

平成7年

折年名刺脅換ふ.:.x.;， T~ :z:s= 
b日時 平成 7年 1月 1円(口)午前11時
b場所 ホテノレサンノレート五所川原 2附

仁〉会費 3，000円(巾し込みと同時に納入

くださ U、。)

仁>申し込み締め切り 12月22同(木)

b申し込み先 市総務課または五所川 原

商 1二会議所

主催 五所川原市

五所川jボ商」二会議所

市内出業協同組合懇談会



安全はスピードダウンとゆとりから 

年末年始の交通安全運動

実施期間〈l奮渚標農「)22日間 
運動の重点 ①冬道の安全運転の推進 

②飲酒運転の追放 

③シートベルト着用の徹底 

冬道 の 安全運転 

エ 1害りのスヒ。ードダウン ＝ 

土 2 倍 の 車 間 距 離 工 

ェ 3 分 早一め の 出 発ェ 

五所川原市交通安全対策協議会 
玉二 所 川 原 警 察 署 

2
 

移動採血車が来ます 
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献血をしてくださった方には、肝臓・腎臓な

どの内臓機能の働きを調べる」血液検査を行い、 

後日結果をお知らせします。 

期 	日 時 	間 場 	所 

12月1日 

（木） 

午前10時から 
11時30分まで 

青森日産自動車（掬
五所川原店敷地内 

午後1時から 
4時まで 

白生会胃腸病院前 

12月13日 
（火） 

午前9時30分から
午後 3時まで 

五所川原商業
高等学校敷地内 

12月の保健センター相談日 
r 毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの 

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、ゆっ

たりした気分て沫目談が受けれます。どうぞご利

用ください。 

種 男リ 開 設 日 内 	容 

母と子一の 第1・第 3（水） 乳児・幼児の発 

相 談 日 12月 7 日・21日 達相談、育児の 

10時～12時 相談、お母さん 

13時～15時 の悩みごと相談 

（第3 の午後は など 

1弓勺相談て二す） 

成相
 
人
談
 
の
 

日
 

第 2・第 4（水） 

12月14日・28日 

血圧の相談、食

事α片目談、心身 

10時～12時 でご心配なこと 

13時～15時 など 

（第4の午後は 

予約相談です） 

， 予約相談は随時、電話で受け付けます。 

ふるさと交流圏民センター（オルテンシア） 

一 催物ご案内〈12月6日～12月20日〉 

〈大ホール〉 

日
  

曜
  

催 	物 開演 入 場 料 

7
  

水
  

プラハ少年少女合唱団
クリスマスコンサート 

18:30 
S 	席 3,000円 
A 	席 2,500円 
学生席 1,000円 

。

J
 
 

金
  

日本原燃（株）ふれあい
コンサート「大橋純子」 

18:30 整 理 券 

11 日
  

歳末助け合い芸能祭 10:00 整 理 券 

〈小ホール〉 

日
  

曜
  

催 	物 開演 入 場 料 

(b
  

火
  

労働災害安全研修会 14:00 

8
  

木
  

21世紀むらづくりパ
ネルデイスカッション 

13:30 無 	料 

17 土
  

山内音楽教室 
ピアノ発表会 

15:00 無 	料 

18 日
  

映画の上映会「先生
あした晴れるかな」 

9:30 
子供 800円当日1, 000円 
大人1,00(〕円当日1,200円 
親子ペア1, 60(〕円当日1, 8(胴 

生活講座受講生募集働く婦人の家 
〇ク I)スマスケーキ作り教室 

～クリスマスには手づく り（刀ケーキを～ 

講師 半沢寛倫（ハンザワ店主） 

日日寺 12月14日（水）午前10: 00-12 】 00 
12月14日（水）午後 6 】 30- 8 30 

募集人員 各32名 

〇おせち料理教室（青森県商工労働部共催） 

～お正月にはあなたの作る家庭の味で～ 

講師 山本 淳（五所川原料理学院院長） 

日日寺 12月20日（火）午前 9: 30-12 】 30 

12月20日（火）午後 6 】 00- 9 】 00 

募集人員 各24名 

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女性

受講料 無料（オオ料費は各自負担願います） 

締め切り日 先着順で定員になりi欠第締め切り

ます。 

申し込み及び問い合わせ先 

働く婦人の家（市内新町つ ”35 - 8898 

	 交通安全は家庭から 

交通事故概況（鶏6200現在） 
五所川原市交通安全対策協議会 

県 	内 ．五I折川原市管内 

発生 7,134 
(+ 1 2 6) 3
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 ( ）内は前年対比 

見てるだろう止まるだろう人に頼るな自分の安全 

平成 6年12月 1日 12 

| 移動採血車が来ます
※献血していただいた方に生化学的検査サービス

献 血をしてくださった方には、肝臓 ・腎臓な

どの内臓機能の働きを調べる血液検査を行い、

後日結果をお知らせします。

期 日 時 間 場 所

午前10時から 青森日産自動車(槻

12月 1日 11日寺30分まで 五所川原庄敷地内

(木) 午後 l時から
自生会胃腸病院前

4時まで

12月13日 午前9時30分から 五所川原商業
(火) 午後3時まで 高等学校敷地内

a~J~回摺陸軍軍g...;;闘:1
毎日の生活の中で、育児、健康面でお悩みの

方、保健婦、看護婦、栄養士がお待ちし、ゆっ

たりした気分で相 談が受けれます。 ど うぞご利

用く ださい。

種別 開 設 日 内 4百~

母と子の 第 1・第 3(水) 乳児 ・幼児の発

相談日 12月 7日・21日 達相談、育児の

10時~12時 相談、お母さん l

1 3時~15時 の悩みごと相 談

(第 3の午後は など

予約相談です)

成人の 第 2・第 4(水) 血圧の相談、食

相談日 12月14日・28日 事の相談、心身

10時~12時 でご心配なこと

13時~15時 など

(第 4の午後は

予約相 談です)

予約相談は随時、電話で受け付けます。

安全はスピードダウンとゆとりから

年末年始の交通安全運動
平成6年12月15日(木)から

実施期間 ( )22日間
平成7年1月5日(木)まで

運動の重点 ①冬道の安全運転の推進

②飲酒運転の追放

③シー トベノレ ト着用の徹底

冬道の安全運転

t 1筈IJのスピードダウン 1

t 2 倍の車間距離 I

t 3 分 早めの 出 発 1

五所川 原市交通安全対策協議会

五所 川 原警察署

「ふるさと交流圏民センター(オルテンシア)寸
」一一催物ご案内 <12月6日-12月20日)_j

〈大ホール〉

日雌 イ佳 物 開演 入 bιg. 料

プラハ少年少女合唱団 S Il席市pt;3，OOOドl7水 18:30 A w; 2， 500F'1 
クリスマスコンサー卜 学生 l，OOOPJ 

9金
日本原燃(株)ふれあい

18: 30 整 理 券
コンサー卜「大橋純も

11日 歳末助け合い芸能祭 10: 00 整 理 券

〈小ホール〉

日曜 {在 物 開演 入 み，.回i キヰ

6火 労働災害安全研修会 14: 00 

8木
21世紀むらづくりパ

13:30 
ネノレディスカッション

主正 料

17土
山内音楽教室

15:00 鑑 キヰ
ピアノ発表会

映画の上映会「先生 子 供 800円当日1.∞OP:I
18日 9:30 大人1，∞0円当円1，2∞円

あした晴れるかな」 豊子ベ71，600円当日1.8∞P:I

配車覇軍事震基EE事現麿調理司
0 ク リ ス マ ス ケ ー キ 作 り 教 室

~クリスマスには手づくりのケーキを~

講師 半沢究倫(ハンザワ底主)

日時 12月14日(水) 午前10: 00~12 : 00 

12月14日(水) 午後 6: 30~ 8: 3ο 

募 集 人 員 各32名

0 おせち料理教室 (青森県商工労働部共催)

~お正月にはあなたの作る家庭の味で~

講師 山本 淳(五所)I1原料理学院院長)

日 時 12月20日(火)午前 9: 30~12 : 30 

12月20日(火)午後 6: OO~ 9 : 00 

募集人員 各24名

対象者 市内に住所又は勤務先を有する女性

受講料 無料(材料費は各自負担願います)

締め切り目 先着順で定員になり次第締め切り

ます。

申し込み及び問い合わせ先

働く婦人の家(市内新町) 宮 35-8898 

交通安全は家庭から

交通事故概況 (間刻現在)
五所川原市交通安全対策協議会

~ ヨ百万斤)111京 市 管 内

310 
(+ 1 4) 

4 
(0) 

367 
(+ 29) 

平成6年12月 1日 12 



みんなの健康教室 
ン日 時 12月16日 （金）午後 1時から 

D」易 所 市保健センター 

D講 師 佐藤 仁 う乞生 

（佐藤仁外科胃腸科医院） 

Dテーマ 火傷について 

＞主 催 北五医師会・市民保健協議会 

ン
D
D
 

日
 
場
 講
 

菊地円香ちゃん（梅田・福浦） 

母・治子さん とても元気でよく男の子に間

違えられるんですよ。 このまま健康で、明るく， 

やさしい人になってほしいですね。 

かんたん！健康レストラン 

受講者募集 
寒さも増し、 早いものであとて」ノトして了クリスマ

ス。いて）もよりもっと楽しくなるような、 クリ

スマス，斗理を作ってみませんか？ 

＞テーマ クリス・マス半＋理l 

対象地区 開催月日 開催場所 締め切り 

七和地区 
12月21日 

（水） 

コミュニテイ

センター七和 

12月13日 

（火） 

ン時間 午前9時30分～午後 10寺 

D料金 無料です。 

レ持参する物 みそ汁（おわん半分位の量を汁 

だけ持＝参ください）、健康手帳（お持ちの方） 

ェプロン、筆記用具 

レ申し込み先 地区の保健協力員へ 

恕恐）する健康相談 室へどうぞ 

師 

市役所 ft35-ユ111 /  

ン対象 五所川原にお住まいの方で、 ご自身及 

び家族の身体ぐあいの事で心配さ才している方 

ン内容 血圧相談、病気の相討乏、心の相諺を 

健康についての話し 

ン料金 無 料 

ン持参するもの 健康手帳（お持ちの方） 

保健婦が相談に応じます 

開 催 場所 開催月日 開催時間 はなしのテーマと時間 

小 	曲 
農村婦人の家 

12月12日 
（月） 

10 :00~ 
12 : 00 

健康で豊かな老後を
過ごすために 

(11 : 30-12 : 00) 

若山公民館 
12月12日 
（月） 

13 : 00- 
14 : 30 

女性の泌尿器の悩み
を克服する 

(14 : 00-14 : 30) 

俵元農産物
加工センター 

12月13日 
（火） 

ii: 00- 
12 】 30 

あなたの 
シエイプアップ 

(12 : 00-12 : 30) 

尻無集会所 
12月14日 
（水） 

10 】 30-- 
12 : 00 

さわやかな朝をむかえるた
めに自律訓練法をおぼえま 
しよう 	（10: 30-Il 】叩） 

姥落集会所 
12月14日 
（水） 

10 : 30-- 
12 : 00 

更年期障害をのりき
りましよう 

(10 : 30-11 : 00) 

水野尾集会所 
12月15日 
（木） 

11:30- 
13 : 00 

コレステロ一ルと上
手なお付き合い 

(11 : 30-12 : 00) 

コミュニテイ
センター梅沢 

12月15日 
（木） 

10 】 00- 
12 : 00 

あなたの 
シエイプアップ 

(11 】 30-12 : 00) 

コミュニテイ
ハウス原子 

12月16日 
（金） 

11:00-- 
12 : 30 

泉
0
 

の

＼

温
1
2
 
0
 

効
2
:
 

用
3
0
 

 
コミュニテイ
センター飯詰 

12月16日 
（金） 

10 : 30- 
12 : 00 

元気が一番！ 
心臓病の予防 

(10 : 30-10 : 45) 

下岩崎公民館 
12月16日 
（金） 

13 : 00- 
14 : 30 

元気が一番！ 
心臓病の予防 

(14 : 10-14 : 30) 

長 	富 
消防センター 

12月16日 
（金） 

10 : 30- 
12 : 00 

コミュニテイ
センター敷島 

12月19日 
（月） 

13 : 00- 
15 : 00 

女性の泌尿器の悩み
を克服する 

(14 : 30-15 : 00) 

七 和 農 協 
12月20日 
（火） 

11:00-- 
13 : 00 

あなたの 
シエイプアップ 

(12 : 00-12 : 30) 

松 島 会館 
12月21日 
（水） 

10 : 00----
ii: 30 

ボケは一日にしてな
らず～ボケないため 
に（11 】 10-11 : 30) 

毘沙門・長富 
コミュニテソ 
セ ン タ ー 

12月21日 
（水） 

lO 】 30- 
12 : 00 

コミュニテイ
センタで一栄 

12月22日 
（木） 

子供の木I 
成人病の1 

3 談 10 : 00---12 : 00 
；目談 13 】 00- 14 】 00 

前 田 野 目
公 民 館 

12月22日 
（木） 

12 : 30- 
13 : 30 

あなたの 
シエイプアップ 

(12 : 30-13 : 00) 

13 平成 6年12月1日 

療鋤・満1歳のがのびn~月 師走

まど か

菊地円香ちゃん
母 ・ 治 子 さ ん とて も 元気でよく !)Jの一子に1m

違 え られ るんですよ。このま ま他 広島で、I)JJるく 、

やさしい人になっ て ほ しいですね。

(梅田 ・福浦)

市 役所宮35-2官官官

三111する健康相談室へどうぞ|
c>対象 l王所川 出にお住まいのノJで 、 ご fl身及

び家 族の身体 ぐあいの ・Fで心配され てい るノi

b内容 血 L1:相 談、 病 気の本11，1炎、心の相 談

仏151.実についての話し

仁〉料金 無料

b持参するもの 健1点字'1長(お持ちのノj)

保健制ーが十11談に応 じます

「ーかんたんf健康レストランー「
」一一受 講 者 募 集 | 

寒 さ も削し、叩.い も の であ と少しでク リスマ

ス。 いつもよりもっと楽 しくなるような、 クリ

スマス料，E'J!を作 ってみませんかっ

bテ ーマ ク リスマス;J<;I用

開催場所

コミュニアイ

センター七和

仁〉時間 午 liij9 11年30分~午後 1時

じ〉料金 無料 です。

じ〉持参 する 物 みそ汁(お わん 半分 位の 盆を 汁

だけ持参くださ しつ、健康 手 帳 ( お 持 ち の 方 )

エプロン、宅百己用具

じ〉 申し込み先 地 医の保 健 協力員へ

z~句~l庭童謡通~
12)J16日(金 )牛後 1fI寺から

市保健センター

{/，:A必 イて先生

(イ4三正当H三タト手i十回月劾不十医!涜)

火傷につい て

北五医師会 ・市 民 保 健 協 議 会

時

所

師

仁〉テ ーマ

b主催

じ〉 日

仁〉場

じ〉講

rm {住;場所 開催月 H 日制作HキI/:Jはなしのテーマと時IHJ

小出l12月1211 10: OO~ 仏lW.iでfEかな~f去を

農村知i人の家 (刀) 12 : 00 
iめ」すために

11 . 30~12 : 00) 

12月12日 13 : OO~ y:性克JのJb!は、bJ()li;の悩み
有 山 公民館

(月) 14 : 30 
を する
(14 : OO~ 14 : 30) 

依 Jê~ 産物 12月131111 : OO~ あなたの

}JU工センター (火) 12: 30 
シェイプアップ

(12 : OO~ 12 : 30) 

12月1411 10 : 30~ さわや自か訓な練制訟をむをかえるた
Jft.無集会所

(水) 12: 00 
めに律 おほえま
しょう (10: 3O~11 ∞) 

姥r1~ 集会所
12月14H 10 : 30~ !.t{まrJ~JI;市~ I ~:をのりき

(水) 12 : 00 
り しよう
(10 . 30~ 11 : 00) 

12月15日 11 : 30~ コレスアローノレと 卜
水型H己m会所

(木) 13 : 00 
下なおイ、lき合い
11 : 30~12 : 00) 

コミユニアイ 12月151110 : OO~ あなたの

センター悔~ (水) 12 : 00 
シェイブアップ

(ll : 30~ 12 : 00) 

コミュニティ 12月16H 11 : OO~ 出;I!:0コタj汗l
ハウ ス j原チ (金) 12 : 30 (12 : OO~ 12 : 30) 

コミユニアイ 12月16日 10: 30~ )ê~(が心-断f詐主 1 
センター飯詰 (金) 12: 00 

病の I'I幼
(10 : 30~10 : 45 

12月16日 13 : OO~ ノ亡父が 4跡椛見ニ 1
下寺守山~公民館

(金) 14: 30 
心術の門的

(14 : 10~ 14 : 30 

長
r品Aτ 12月16日 10 : 30~ 

消防センター (金) 12 : 00 

コミュニティ 12月19I1 13 : OO~ 女を(性克14の泌すbKf*の悩み
センター数お (刀) 15 : 00 

J1b! る
30~15 : 00) 

七平[1段協
12月20口 11 : OO~ あなたの

(火) 13: 00 
シェイプアップ

(12 : OO~ 12 : 30) 

松島会館
12片21日 10 : OO~ ボケはー 1-1にしてな

(水) 11 : 30 らず~ボケないため
に(11: 1O~11 : 30) 

f.!.沙 JIIJ'Ki;';12月21日 10 : 30~ 
コミュニティ

(;K) 12 : 00 セン タ ー

コミユニアイ 12月22日 チ 供 の 1'11談 10:00~12: 00 
センタ一栄 (木) 成人病の相談 13: 00~14 : 00 

前 阿 聖子目 12月22日 12 : 30~ あなたの
公民館 (木) 3: 30 ェイプアッノプ

13 : 30 I (12 -: :30:" i3' ooi 

平成61f.12月 1FI 13 



〇市・県民税 

第 4 期 12月1日～12月28日 

C｝国民健康保険税 

第 6 期 	12月1日一～12月28日 

今月の市税納期は次のとおりです 

表 
紙 

「
お

い
し
か
っ

た
」
 

絵
・
松
島
小
学
校
一
年
生
 

”
ヒつ
 
し
 

田
 

村
 

昂
 
士

く
ん
 

（
漆川
・
清
水
流
）
 

昂
士
く
ん
 
「
お
母
さ
ん
が
作
っ

て
く
れ
る
お
料
理
、
と
っ
て
も
お

い
し
い
ノ
お
父
さ
ん
と
サ
ッ
カ
ー
 

を
し
た
り
、
自
転
車
で
遊
ぶ
の
が

大
好
き
な
ん
だ
」
 

お
父
さ
ん
 
「
ひ
ょ
う
き
ん
で
、
 

い
つ
も
み
ん
な
を
笑
わ
せ
て
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
健
康
で
、
や
さ

し
く
大
き
な
心
を
持
っ
た
人
に

ー
 

と
願
っ
て
い
ま
す
。
 

』
 

21世紀むらづくり ー 

パネルディスカッション 
と き 平成6年12月8日（木）午後1時30分～ 

ところ ‘5、るさと交●充圏民センター 

テーマ 「日本農業の将来と食糧管理制度」 

～農業のあるべき姿・ 

農業の再生産・今、何をなすべきか～ 

講 師 

財団法人農政調査委員会国内調査部長 

吉田俊幸氏 

米穀卸協同組合東精常務理事 

岩佐敬山氏 

青森県農政審議会委員 

笠井 賓氏 

~ 農業経営士 

’ 	境谷博穎氏 

東奥日報社論説委員 

菅； 勝彦氏 

※入場は無料です。 

間い合わせ 農木木水産課又は農業委員会 

市の 

名木。古木めぐり 
ツ
ル
マ
サ
キ
 

● 
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市
に
は
現
在
、
九
本
の
名
木

・
古
木
が
あ
り

ま
す
。
歴
史
・
学
術
・
鑑
賞
上
価
値
の
あ
る
木

を
、
昭
和
五
＋

一
年
四
月
一
日
に
、
市
教
育
委

員
会
が
指
定
し
た
も
の
で
す
。
遠
い
昔
か
ら
市

の
歴
史
を
、
じ
っ
と
み
つ
め
て
き
た
木
々
達
の
、
 

声
、
聞
い
て
み
た
い
で
す
ね
。
 

②
 
ッ
ル

マ
サ
キ
（
ニ
シキ
ギ科
）
 

場
所
 
前
田
野
目
字
桜
ケ
峰
七
七

所
有
者
 
大
坂
惰
造
さ
ん
 

『
 
高

さ
四
メ
ー
ト
ル
・
枝
幅
五
・
五

小
 

〇
メ
ー
ト
ル
×
五
メ
ー
ト
ル

・
目

通
り

一
・
三
五
メ
ー
ト
ル
 

中
山
山
脈
等
の
山
地
に
、
目
通
り
、
数

セ
ン
チ
の
も
の
は
多
く
見
ら
れ
る
が
、
 一

メ
ー
ト
ル
を
越
す
も
の
は
、
全
国
で
も
例
 

回
 
が

あ
り
ま
せ
ん
。
樹
齢
も
三
百
年
は
越
え

て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。
 

ツルマサキ 
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「一一21世紀むらづくり一一「

L パネルテsイスカッション」
とき 平成6年 12n8 1~1 (木)午後 1時30分~

ところ ふるさと交流間民セ ンター

テーマ 「日本農業の将来と食組管理制度」

~農業のあ るべき姿 ・

農業の再生産・ 今 、何をなすべきか~

講師

財団法人農政調査委員会同内調査部長

吉 田俊幸氏

米穀卸協同組合見刊行常務理目J"C

岩佐敬 山氏

汗森県農政審議会委員

笠 井買氏

農業経営士

境谷博瀬氏

J.lミ奥円報社論説委員

f辛 勝彦氏

※入場は無料です。

問い合わせ 農林水産課又は農業委員会

E濫置重量Ei!iE沼彊重型Eヨ
0市・県民税

第 4 期 12)J 1日-12JJ2811

0 国民健康保険税

第 6 期 12)] 1日一 12n2811 

市
に
は
現
在
、
九
本
の
名
木
・
古
木
が
あ
り

ま
す
。
歴
史

・
学
術
・
鑑
賞
上
価
値
の
あ
る
木

を
、
昭
和
五
十
一
年
四
月
一
日
に
、
市
教
育
委

員
会
が
指
定
し
た
も
の
で
す
。
遠
い
昔
か
ら
市

の
歴
史
を
、
じ
っ
と
み
つ
め
て
き
た
木
々
達
の、

声
、
聞
い
て
み
た
い
で
す
ね
。

市の

名木。古木めぐり

②

ツ
ル
マ
サ
キ

(ニンキギ
科
)

場

所

前

田
野
口
字
棋
ヶ
峰
ヒ
ヒ

所
有
者

大
坂
惰
造
さ
ん

高
さ
問
メ
ー
ト
ル

・
枝
幅
五

・
五

0
メ
ー
ト
ル
×
五
メ
ー
ト
ル

・
目

通
り

一
・
三
五
メ
ー
ト
ル

中
山
山
脈
等
の
山
地
に
、
円
通
り
、
数

セ
ン
チ
の
も
の
は
多
く
兄
ら
れ
る
が
、

一

メ
ー
ト
ル
を
越
す
も
の
は
、
全
国
で
も
例

が
あ
り
ま
せ
ん
。
樹
齢
も
三
十
円
年
は
越
え

て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
ま
す
。
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